
本書は，これからの時代に求められる ” 論理的に考え表現する力 ” をどうすれば生徒に身に付け
てもらえるか。それを突き詰めるところから始まりました。山本良一先生をはじめとする著者陣
との試行錯誤を経て、身の回りの簡単な事柄から段階的にテーマのレベルを上げることで，” 論
理的に考え表現する力 ” を無理なく高めることができる内容に仕上げることができました。また，
文法もしっかり身に付くようにワークブックには文法書の内容を Q Ｒで参照できる新たな仕組み
も備えました。本書が先生方のより良い授業の実現と，生徒一人ひとりの高い英語力の獲得に貢
献できれば幸いです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　           増進堂　編集部
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パソコンや iPad 等を用いて，教科書画面を表示したり，音声を流したりすることにより授業をサポート
する指導用ソフト。
※インストール版（フリーライセンス）対応 OS：Windows10，Google Chrome，各種タブレット。

■指導用デジタル教科書 Web 版（フリーライセンス） 　p.42 ➡　

教科書の解説や訳例，補充問題，評価基準など。
・Teacher’s Book  分売あり
・指導書付属 ROM

教科書内にある QR コードから本文の WORD 
BANK，Model，Sounds の音声が聞けます。

 

教科書本文音声や設問など音声を収録。

■ Teacher’s Manual 　p.32 ➡　

■教科書内 QR コードコンテンツ 　p.33 ➡　

 

■学校用音声 CD [ 4 枚組 ]（予）　p.33 ➡　

■ Teacher’s Manual PDF データ版

MAINSTREAM
English Logic and ExpressionⅠ

■ Workbook 104 頁 教科書の文法を中心に復習できるノート。 　p.34 ➡　

■書き込み活動ノート 56 頁 書き込み式のノート，
予習や授業で活用できる。 　p.35 ➡　

■ festa! AI を使った音声認識ウェブアプリ。
読んだ音声を AI が評価。 　p.52 ➡　

■ Terra Talk AI と会話したり，
発音判定もできるアプリ。 　p.56 ➡　

■ RepeaTalk リピート読みやシャドーイングなどの音読タスク
や AI による評価ができるアプリ。 　p.58 ➡　

288 頁（予） ※ PDF データ版には Teacher's Book と指導書付
属 ROM は付属しません。

※QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

p.20 ➡

教科書の WORD BANK，Model 文，Sounds な
どを収録。

■生徒用音声CD [ 2 枚組 ]（予）　p.33 ➡　
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MAINSTREAM シリーズは「インプットからアウトプット」までを
自然な流れで，活動を実現できるような工夫を施しており，スピー
チ，プレゼンテーション，ディスカッションやディベートでも，1 年
生のスタートラインに立ってできる「活動」を可能にします。

自然な流れでアウトプットまでを
実現し，生徒の発信力を育てる

教科書の特長

MAINSTREAM
English Logic and 
ExpressionⅠ 語彙や表現，モデルをインプットする！

会話やライティングで学んだことをインテイクする！

身につけてきた知識や技能を駆使して「活動」に挑戦する！

音声は QR コードから

各 Lesson の冒頭ではトピックに関連した語彙や表現，モデルをインプットしていきます。基本的な知識を盛り
込みつつ，会話・コミュニケーションの「型」を知るところから始められます。

イラストと語彙・表現がリンクするので覚えやすい。

実際の活動で役立つ表現と文法事項を重点的
に学べる。

重要表現や文法事項の使われ方を実際のダイア
ログやパッセージの中で理解することができる。

自然な英語で相手に伝わるテクニックを学べる。

インプットのパートの後に，ロールプレイやペアでの会話，ライティング活動を収録しています。インプットし
た語彙や表現が徐々に「使える」ものへと変わっていきます。

スピーチ，プレゼンテーション，ディスカッションやディベート，さまざまな形式のライティングと多様なアウトプッ
ト活動を収録しています。ここまでの流れの中で培った，語彙や表現，モデル文，会話ややり取りのスキルを
活用しながら「活動」にチャレンジします。

教科書記載の QR コードを読み込めば，WORD BANK，Model 英文，Sounds の音声を聞くことが可能です。
※インターネット環境が必要です。

モデル文で対話ややり取りのシミュレーションが
できる。

会話ややり取りの「型」に慣れ，アウトプットに
自信がない生徒も積極的に取り組める。

充実した語彙・表現集が生徒のアウトプットを
後押しする。

「活動」のテクニックや流れの解説が丁寧なので
「活動」のシミュレーションが想像しやすい。

各 Lessonで段階的に身についたスキルとアウト
プットに向かう姿勢が「活動」を支える。

習得した語彙・表現や定着した「型」をベース
に自分の言葉で英語を話せる。

生徒が身近に感じられる，思わず話したくなる
トピックがアクティブな学びを実現。

豊富な表現集が，活動を苦手に感じる生徒へ
の抵抗感を軽減。

インテイク

インプット

アウトプット

各 Lesson は，「聞く」「読む」による語彙や表現のインプット，それらを「話す」「書く」
ことによるインテイク，「活動」による「アウトプット」という流れになるように構成され
ています。

教科書記載の QR コードを読み込めば，WORD BANK，Model 英文，Sounds の音声
を聞くことが可能です。※インターネット環境が必要です。

生徒が話しやすい日常的なトピックから，意見が分かれ思わず議論したくなるような社
会的なトピックまで，バランスよく収録しています。教科書の前半では日常や学校のこと，
後半では社会や一般的なことという順番になるように配列し，生徒たちの「視野」の広
がりを促します。

教科書内に収録されている各 Lesson は，スピーチやプレゼンテーション，ディスカッショ
ンといった「活動」を実現する基礎を作っていくためのものになっています。語彙や表現，
モデルをインプットしていき，それをロールプレイやペア・グループワークの中でインテ
イクしていきます。

各 Lesson で身につけてきた語彙表現やアウトプットの技術を活用して実際に「活動」
に取り組むためのページを用意しています。各 Part の最後には Skillとして，ディスカッショ
ンやディベートなどの本格的な「活動」のための高度な技術を収録するためのページも
あります。

「活動」を支えるという観点から，自然な英文の中で使われる重要な文法事項を厳選し，
各レッスンに配置しています。

山本　良一
関西大学中等部，高等部教諭

小野田　榮
順天堂大学教授

矢田　理世
筑波大学附属高等学校教諭

千田　享
埼玉県立浦和西高等学校教諭

宮浦　国江
北陸学院大学教授

論Ⅰ 713

アウトプットがしやすいトピックを厳選

「インプット」「インテイク」「アウトプット」の流れで力をつける

QR コードから音声が聞ける

知識・技能を身につけるための段階的な積み重ね

身につけた知識・技能が「活動」を実現する

「使える」文法事項を厳選！

■著者

版型：B5 判

ページ数：104 ページ
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パート別内容一覧教材配当表
タイトル 文法事項 Function 配当時数

Part 1 　Speech : Introducing Yourself

Lesson 1：Nice to Meet You 文の要素 初対面のあいさつ 2

Lesson 2：What Kind of Music Do You Like? 現在形 理由をたずねる / 答える 2

Lesson 3：My Treasure 過去形 確認する 2

Lesson 4：This Coming Weekend 未来の表現 誘いを受ける / 断る 2

Skill 1：Speech ※

Part 2 　Presentation : Talking about Everyday Life

Lesson 5：Are You in a Club? 進行形 希望を述べる 3

Lesson 6：My town 現在完了・
現在完了進行形 説明をする 3

Lesson 7：What I Did during the Summer Vacation 過去完了形 報告する 3

Skill 2：Presentation ※

Part 3 　Discussion & Debate : Exchanging Your Ideas

Lesson 8：Taking Part in the School Festival 動名詞 提案する 3

Lesson 9：What Can We Do for Ken? 不定詞 助言する 4

Lesson 10：Places Bob’s Father Should Visit 分詞 すすめる 4

Skill 3：Discussion Techniques ※

Lesson 11：Is Summer Better Than Winter? 比較 意見を述べる 4

Lesson 12：A Real Dog or a Robot Dog? 助動詞 引用する 4

Lesson 13：Should Calligraphy Be a Required Subject? 受け身 賛成する / 
反対する 4

Skill 4：Lesson1：Debate ※

Part 4 　Writing : Thinking about Our Society and the World

Lesson 14：An Impressive Book 仮定法 列挙する 5

Lesson 15：Volunteer Activities 関係代名詞・
関係副詞 依頼する 5

Lesson 16：Japanese Food 接続詞 誘う 5

Lesson 17：Go Green 否定 提案する 5

Skill 5：Writing a Paragraph ※

Part 1 　Speech : Introducing Yourself

Part 2 　Presentation : Talking about Everyday Life

Part 3 　Discussion & Debate : Exchanging Your Ideas

Part 4 　Writing : Thinking about Our Society and the World

簡単なあいさつや基本的な質問のやり取りなどから導入し，自分のことについて
簡単なスピーチができるようになることを目指します。スピーチでは主に言葉で
相手に自分のことを伝える必要があり，この訓練をすることで，次のプレゼンテー
ションへとスムーズに移行していきます。

( 例 )Lesson 2：自分の好きな音楽についてペアやグループで会話をし，最終
的に 5 文程度で構成された短いスピーチをアウトプットします。

日常に関する簡単な会話に取り組むと共に，身の回りのことや学校のことについ
て簡単なプレゼンテーションができるようになることを目指します。プレゼンテー
ションでは言葉だけでなく，ジェスチャーや視覚資料を用いながら，自分の主
張や意見を相手に伝えることが大切です。また，プレゼンテーションで培われる
自分の主張を明確に相手に伝えるという姿勢が，次のディスカッションにも活か
されていきます。

( 例 )Lesson 6：自分の住んでいる町や生まれた町についてペアやグループで情
報交換をし，聞き得た情報をさらに他の人に共有します。相手から聞き得た意
見や主張をまとめ，簡単なプレゼンテーションとして発信します。

日常のことに関する簡単な会話に取り組むと共に，身の回りのことや学校の話題
に関するディスカッションやディベートができるようになることを目指します。ディ
スカッションでは，相手の意見を聞いて，それを踏まえた内容を的確に返答して
いくことが大切です。ディベートでは，自分の意見や主張を述べる際に，明確
な根拠や事実を提示してきちんとサポートできるかどうかが重要になります。

( 例 )Lesson 12：本物の犬とロボットの犬ではどちらが欲しいかという問いにつ
いてペアやグループで意見を交換します。相手の意見の論旨や根拠，事実や例
を聞き取り，それらをまとめて簡単なプレゼンテーションとして発信します。

ペアやグループで議論しながら，自分の考えを深めていき，最終的に自分の意
見や考えをブックレビューやリーフレットなど目的に応じて適切にまとめられるよ
うになることを目指します。ライティングに向けては，これまでのパートで培って
きた力がもとになります。

( 例 )Lesson 17：身近なごみ問題について自分の考えをまとめ，ペアやグルー
プで議論します。その後，学校新聞の記事として自分の意見をまとめて発信し
ます。

※総授業数は，週２時間，年間 30 週として計算し，60 時間としました。
※ Skill 1 ～ 4 については各学校での弾力的運動を想定している。
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Model Dialog　モデル対話から学ぼう

Miho :  We have to register our class activity for the festival 

tomorrow. Let’s make a decision today. So far, we 

have two proposals, a play and an acappella concert. 

What should we do?

Kay :  I would like to try a play. There are lots of different 

roles for everyone, such as writing a story, making 

costumes, and of course, acting. 

Kazuki  : Why don’t we have a concert? I’m sure we can 

produce great harmony. 

Miho :  Oh, I have an idea! How about performing a musical? 

We can both sing and act. It’s perfect!

Kay :  That sounds nice. What do you say, Bob? 

Bob :  Actually, I have done a musical before. Singing and 

acting together in front of the audience was thrilling. I 

think it’s worth trying.  

 Comprehension  Fill in the blanks to make a correct summary.

Miho and her classmates are discussing their class ①　　　　　　　　　.  Kay supports putting on  

a ②　　　　　　　, while Kazuki likes ③　　　　　　　 acappella. Finally, Miho comes up with the idea of 

doing a ④　　　　　　　. Bob ⑤　　　　　　　 with her suggestion.

Sounds　丸印の大きさに応じて強弱をつけ，強いところが等間隔になるように読んでみよう。

I
 

ʼ
 

m su
 

re w
 

e ca
3

n pr
3

odu
3

ce gre
3

at ha
3

rm
 

on
 

y. Si
3

ngi
3

ng an
3

d a
3

cti
3

ng to
3

ge
3

th
3

er i
 

n fro
3

nt o
3

f th
3

e au
3

di
3

en
3

ce wa
3

s thri
3

lli
3

ng.

  FUNCTION 提案する  
Why don’t we have a concert? （コンサートをやろうよ。）
How about performing a musical? （ミュージカルをするのはどう？）

  GRAMMAR 動名詞  
There are lots of different roles for everyone, such as writing a story, making costumes, and 
acting. （それぞれ違うことを担当できるもの，物語を書いて，衣装を作って，そして演じて。）
Singing and acting together in front of the audience was thrilling. 
（観客の前でみんな一緒に歌って演じるのはとてもワクワクした。）

EXPRESSIONS

register + 名（名を登録する）
make a decision

（決める，決定する）
so far（今のところ）
proposal（提案）
acappella（アカペラ＜無伴
奏で歌うこと＞）
role（役割）
costume（衣装）
audience（観客，聴衆）

TRUE OR FALSE

1.（　　　　）

2.（　　　　）

3.（　　　　）

 

5

10

15

20

3 3 3 3 3 3

25

GRAMMAR COMPASS
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Taking Part in  
the School Festival8
□ 学校行事の企画や準備について紹介をしてみよう　
□ 自分の意見を出したり，アイディアを提案する表現を身につけよう
□ 動名詞を使った表現について学ぼう

Word and Expression Input　単語と表現に触れる

1. How do you say the following activities in English? Choose an item from the answer box below 

the pictures. （次の活動は英語ではどのような表現になりますか。下の語群から当てはまるものを選びなさい。）

　 　 　 　

 2  perform a （　 　）  3  hold an （　 　）  4  run a （　 　）

　 　 　 　

 6  run a （　 　）  7  perform a （　 　）  8  hold a （　 　）

chorus　/　concert　/　dance　/　exhibition

food stand　/　maze　/　play　/　quiz show

2. Listen to a dialog between Julia and Ichiro, then fill in blank  a  in the conversation below.  After 

that, listen to two more conversations and answer questions  b  and  c . （Juliaと Ichiroの対話を聞い
て，  a の空所を埋めなさい。その後，さらに 2つの対話を聞き，  b と c の質問に答えなさい。）

Julia : What is your plan for the festival?

Ichiro :  I’m going to 　　　　 　　 . 

I’m really looking forward to it.

Julia : That sounds exciting. Good luck with everything!

     She is going to 　　　　　　　　　　　　 . b  

     He is going to 　　　　　　　　　　　　 . c  

3. Have a dialog in pairs about each otherʼs festival plans. 
（文化祭での活動について，ペアで対話しなさい。）

  WORD BANK   
We ...  □make a movie　　□ run a haunted house　　□ give a rock concert
 □ present　　□ practice　　□ prepare　　□ discuss　　□ sell
Itʼs ...  □ exciting　　□ thrilling　　□ challenging　　□ fulfilling　　□ fun

Check!

5

 1  join a （　 　） contest

 5  take part in a （　 　）

10

EXPRESSIONS

look forward to + 名

（名を楽しみにする）

 

 a   15

20

25
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Model Dialog　モデル対話から学ぼう

Miho :  We have to register our class activity for the festival 

tomorrow. Let’s make a decision today. So far, we 

have two proposals, a play and an acappella concert. 

What should we do?

Kay :  I would like to try a play. There are lots of different 

roles for everyone, such as writing a story, making 

costumes, and of course, acting. 

Kazuki  : Why don’t we have a concert? I’m sure we can 

produce great harmony. 

Miho :  Oh, I have an idea! How about performing a musical? 

We can both sing and act. It’s perfect!

Kay :  That sounds nice. What do you say, Bob? 

Bob :  Actually, I have done a musical before. Singing and 

acting together in front of the audience was thrilling. I 

think it’s worth trying.  

 Comprehension  Fill in the blanks to make a correct summary.

Miho and her classmates are discussing their class ①　　　　　　　　　.  Kay supports putting on  

a ②　　　　　　　, while Kazuki likes ③　　　　　　　 acappella. Finally, Miho comes up with the idea of 

doing a ④　　　　　　　. Bob ⑤　　　　　　　 with her suggestion.

Sounds　丸印の大きさに応じて強弱をつけ，強いところが等間隔になるように読んでみよう。
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  FUNCTION 提案する  
Why don’t we have a concert? （コンサートをやろうよ。）
How about performing a musical? （ミュージカルをするのはどう？）

  GRAMMAR 動名詞  
There are lots of different roles for everyone, such as writing a story, making costumes, and 
acting. （それぞれ違うことを担当できるもの，物語を書いて，衣装を作って，そして演じて。）
Singing and acting together in front of the audience was thrilling. 
（観客の前でみんな一緒に歌って演じるのはとてもワクワクした。）

EXPRESSIONS

register + 名（名を登録する）
make a decision

（決める，決定する）
so far（今のところ）
proposal（提案）
acappella（アカペラ＜無伴
奏で歌うこと＞）
role（役割）
costume（衣装）
audience（観客，聴衆）

TRUE OR FALSE

1.（　　　　）

2.（　　　　）

3.（　　　　）
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各 Lesson では，「活動」において重要度の高い表現や文法事項，英語の発話テクニッ
クを厳選して掲載しています。

実際の活動で役立つ表現と文法事項を重点的に学べる。

QR コードから WORD BANK，Model 文，Sounds の音声を聞くことができます。
➡詳しくは p.33 へ

各 Lesson のトピックに関するダイアログ（会話文）やパッセージを掲載しています。
その後のアウトプット活動の流れや使える表現や文法事項をまとめて効率よくイン
プットすることが出来ます。

英語を発話する際の強弱，抑揚の
つけ方，リズムやテンポ，英語ら
しい発音にするためのテクニック
など，アウトプット時に意識したい
事項を掲載しています。

重要表現や文法事項の使われ方を実際のダイアログや
パッセージの中で理解することができる。

　 自然な英語で相手に伝
わるテクニックを学べる。

● Sounds
英語を相手に伝えるために意
識したい発話のテクニックを掲
載しました。

● FUNCTION
Model 中で扱われている活動
時に使える表現やフレーズをま
とめました。

● GRAMMAR
活動するにあたって特に重要度
の高い文法事項をまとめました。

インプット

内容紹介

各 Lesson のトピックに関する語彙や表現をイラストと関連
づけながら学ぶことができます。イラストがあることで語彙
の表す意味が視覚的に表現されており，より効果的にイン
プットを進めることができます。

● EXPRESSIONS / FOR YOUR USE
各 Lesson のトピックに関連した語彙や表現を脚注に掲載し
ています。またここで紹介されている語彙は巻末に一覧とし
て掲載されており，まとめてチェックすることも可能です。

● FOR MORE USE
各 Lesson のトピックに関連して，発展的に覚えておきた
い単語や表現を一覧でまとめました。活動に取り組む際
のヒントとしても活用できます。

イラストと語彙・表現がリンクするので
覚えやすい！

充実した語彙・表現集が生徒のアウト
プットを後押しする。
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For More Use

L e s s o n  1
a very unusual name

（とても珍しい名前，キラキラネーム）
character（登場人物）
middle name（ミドルネーム）
be the perfect name for + 名  

（名にぴったりな名前だ） 
the name ending with ko or ‘child’

（「子ども」  という意味の  「子」  で終わる名前）

L e s s o n  2
hip-hop / anime music / soundtrack

（ヒップポップ / アニメ音楽 / サウンドトラッ
ク）
when I commute to school（通学時に）
on the train（電車の中で）
while jogging / walking

（ジョギング / ウォーキング しながら）
it’s refreshing / relaxing / exciting

（元気にする / 心がなごむ / 刺激的だ）

L e s s o n  3
comic book（漫画） / seashell（貝殻） 
button（ボタン） / sticker（シール）
picture book（絵本） 
key chain（キーホルダー） 
rubber bracelet（ラバーバンド） 
study-aid book（参考書）
when I was a child（子どものころ）

L e s s o n  4
have a barbecue（バーベキューをする）
go bowling（ボーリングをしに行く）
go on a field trip（実地見学に行く）
go to karaoke / a movie

（カラオケ / 映画を見に行く）
have soccer practice

（サッカーの練習をする）
visit one’s grandparents

（祖父母の家に行く）
Where will we meet, and what time?

（どこで何時に待ち合わせようか？） 

L e s s o n  5
be sound in mind and body 

（心身ともに健全である）
captain（部長，キャプテン） 
ace（一流の選手，エース） 
coach（指導者，コーチ）  manager（監督）
improve 名’s skill（名の技術を磨く）
make good friends（親友を作る） 

L e s s o n  6
historic building（歴史的建造物）
production of +  名（名の生産）
scenic spot（景勝地）

service industry（サービス業）
shopping street（商店街）
ski / hot-spring resort（スキー / 温泉場）
tree-lined street / boulevard（並木道）

L e s s o n  7
see a dinosaur exhibition（恐竜博を見る）
do a science project

（科学研究プロジェクトをする）
join a summer festival（夏祭りに参加する）
enjoy watching fireworks / goldfish 

scooping（花火 / 金魚すくい を楽しむ）
enjoy fishing / swimming / waves

（魚釣り / 水泳 / 波 を楽しむ）
hold a family reunion（親戚で集まる）

L e s s o n  8
film a movie（映画を撮影する）
photo exhibition（写真展） 
go shopping（買い出しに行く）
make a poster / flier

（ポスター / ちらしを作る）
exterior design（外の装飾 / 外装）
organize a committee（委員会を運営する）

L e s s o n  9
sleep well（よく眠る） 
stay up late（夜更かしする）
keep early hours（早起きする）
have a snack（おやつを食べる）
take lots of liquids（水分を多くとる） 
stretching exercise（ストレッチ体操）
jogging（ジョギング）

L e s s o n  10
food stand（屋台） / pottery（窯元）
ranch（牧場） / observatory（展望台）
catch fish and crabs（魚やカニを捕まえる）
get away from it all

（忙しい日常生活から逃れる）

L e s s o n  11
go camping（キャンプに行く）
play with fireworks（花火をする）
fruit jelly（フルーツゼリー）
ride on a sled（そりに乗る）
fly a kite（凧をあげる）
eat sweet red-bean soup with rice cakes

（お汁粉を食べる）
don’t get sweaty（汗をかかない）

L e s s o n  12
train + 名（名を訓練する）
praise + 名（名を褒める）
active（活発な） / frail（＜老いて体が＞弱い）
aggressive（乱暴な）

economical（お金がかからない）
attachment（愛着） / affection（愛情）
involvement（関わり）

L e s s o n  13
the first writing of the year（書き初め）
new ways of enjoying calligraphy 

（書道の新しい楽しみ方）
calligraphy as a performance art 

（パフォーマンス芸術としての書道）

L e s s o n  14
background（背景） / scene（場面） 
series（シリーズ） / theme（テーマ） 
prize-winning book（受賞作品） 
revised edition / version（改訂版）
be made into a movie（映画化される）
be based on a historical fact 

（歴史的事実に基づいた）

L e s s o n  15
donate + 名1 + to + 名2

（名1 を 名2 に寄付する） 
help prepare meals for homeless people

（ホームレスの人への炊き出しを手伝う） 
hold a Christmas party for children

（子どものためにクリスマスパーティーを開く）
visit an elderly person living alone 

（一人暮らしのお年寄りを訪ねる） 
organize + 名（名を組織する）
teach Japanese abroad

（海外で日本語を教える）

L e s s o n  16
raw fish（生魚） / seaweed（海藻） 
tuna（まぐろ） / sea bream（鯛） 
yellowtail（ぶり・はまち）
eel（うなぎ） / crab（かに） 
rice porridge（雑炊） 
fermented（発酵した） / ginger（しょうが）
dip + 名  + in soy sauce（名を醤油につける）

L e s s o n  17
eco-friendly shopping bag

（環境に優しい買い物袋，エコバッグ） 
alter + 名

（名＜衣類など＞を作り変える，直す）
take your litter home with you

（ごみを持ち帰る）
put garbage in a collection spot

（ゴミをゴミ置き場に置く）
open a hole in a spray can

（スプレー缶に穴をあける）
dispose of trash（ゴミを処理する）
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Review

L e s s o n  8   Taking Part in the School Festival

look forward to + 名（名を楽しみにする）　　register + 名（名を登録する）　　
make a decision（決める，決定する）　　so far（今のところ）　　proposal（提案）　　
acappella（アカペラ＜無伴奏で歌うこと＞）　　role（役割）　　costume（衣装）　　
audience（観客，聴衆）　　stage set（舞台装置）　　Good for you!（それはいいね！）

perform a comedy skit（コントをする）

FUNCTION 提案する

Why don’t we have a concert?（コンサートをやろうよ。）　　
How about performing a musical?（ミュージカルをするのはどう？）

L e s s o n  9   What Can We Do for Ken?

stay in a hospital（入院する） 　　fall down（転ぶ） 　　connect（繋がる） 　　lonely（寂しい）
stay healthy（健康でいる） 　　exercise（運動する） 　　comedy（コメディ）
reduce stress（ストレスを減らす）　　fiddle with your phone（電話をいじる）　　
soda（炭酸ジュース）

relax（くつろぐ） 　　unhealthy foods（健康に悪い食品）　　
eat well（体に良いものを食べる） 　　massage（マッサージ）

FUNCTION 助言する

Why don’t you bring some of your manga?（君のマンガをいくつか持って行ったら？）
We should send him daily video messages.（彼にビデオメッセージを毎日送ろう。）

L e s s o n  10     Places Bob’s Father Should Visit

I agree.（その通りですね。）　　Do you have any good ideas?（良い考えはありませんか？）
How about doing?（～をしてみてはいかがですか？）　　a wooded hill（木の茂った山）
That’s true.（そのとおり。）　　personally, I recommend you + 動（個人的に動をすすめる）
ancient（昔の）　　Sounds perfect!（完璧だね！）　　excursion（遠足）　　
Well, ～.（うーん，～。）　　close to + 名（名に近い）　　Why not?（そうしよう。）　　
play catch（キャッチボールをする）　　post + 名（名を投稿する）

stay at a temple / a private home（寺 /民家に泊まる）
look at the stars in the night sky（夜空の星を見る）
soak in a hot spring（温泉につかる）　　escape from reality（現実を忘れる）

FUNCTION すすめる

Personally, I recommend you ～.  It’s now ～.（個人的には，～をすすめるわ。そこは今，～。）
That’s true.（そのとおり。）　　Sounds perfect!（完璧だね！）

EXPRESSIONS
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Discussion Techniques
S k i l l

3
ペアやグループで話し合うときは，相手の方を見て，意見をしっかりと聞き，それを尊重しながら，自分の意
見を述べるようにしましょう。

1 効果的な話し合いのための心がけ
以下の点に注意して，実りある話し合いになるよう心がけましょう。

● 一方的に考えや意見を話し過ぎない
● お互いに意見を述べるだけで終わらない
● 分かりやすい英語を使い，ゆっくりと話す

2 話し合いでの反応
相手の意見をしっかりと聞き，適切に反応すると，相手も話しやすくなり，議論が深まります。

あいづちを打つ

OK. ／ Yes. ／ Uh-huh. ／ I see. 

〈ほぼ全体あるいは一部表現を変えて繰り返す〉
A: I enjoyed the nice view there!
B: Yes, the view is fantastic, isnʼt it?
〈一部を繰り返す〉
A: You should visit the aquarium. 
B: Oh, the aquarium!  I have heard good things about it.

聞き返す 
Pardon? ／ Could [Can] you say that again? ／ Could [Can] you 
speak more slowly?

確認する What do you mean (by that)? ／ Could you give me an example? 

意見を求める How about you? ／ What do you think? 

感想を述べる Sounds interesting! ／ Sounds great! ／ Thatʼs a great idea!

同意・賛成する Exactly! ／ Thatʼs right. ／ Thatʼs true. ／ I agree with you. ／ 
Sounds perfect!

提案する If I were you, I would ～. ／ Why not ～ ? ／ I suggest (that) ～.

Respond to the following statements as indicated.

（次の発言に対して指示されたように応答しなさい。）
① A: How about jogging together on Sunday? （繰り返しと感想）

　 B: Oh, （　　　　　）?  Sounds （　　　　　）.

② A: I think we should avoid going there in the morning rush hour. （同意する）

　 B: Yeah, thatʼs （　　　　　）.

③ A: I think delicious food makes you happy. （聞き返す）

　 B: Could you （　　　　　） （　　　　　） （　　　　　）?
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　SKILL 3　　Discussion Techniques

● 下の対話は，Lesson 10の Places Bobʼs Father Should Visitに関連したディスカッションの例です。左ペ
ージで学んだ内容が実際にどのように使われているか確認してみましょう。

Task 1

Bobʼs father will visit Japan soon.  Bob, Miho, and Kazuki are talking about 

places he should visit during his short stay there.  Read the dialog and choose 

the correct expression from the box below.

Bob: My dad arrives in Tokyo next week.  I still havenʼt decided where to take 

him.  He has just a few days in Japan.

Miho: Only a few days ....  Well, （①　　　　　）, Iʼd take him to Ueno Park.  

There are lots of museums within walking distance.  For example, he can 

learn about Japanese history, art, and technology in a few hours.  （②　　　
　　）, Kazuki?

Kazuki: （③　　　　　） with you.  Ueno Park is *quite a good place for him to 

start his trip to Japan.  If he goes there, he can also try good Japanese food 

in Asakusa.  Itʼs not far away.

Bob: Thatʼs （④　　　　　）.  Well, you both made very good suggestions.  

Actually, we have a lot of Japanese decorations in our home, such as 

paintings and drawings.  Also, *heʼs into Japanese food, especially, sushi 

and tempura.

Miho: Do you think he would also be interested in spending some time at a 

traditional hot spring?

Bob: A （⑤　　　　　）! Thatʼs a great idea, Miho.  Iʼm sure heʼll love the 

experience.

Kazuki: Oh, I totally forgot about that.  I heard there is a hot spring hotel set up in 

the Edo style with an outdoor bath in Tokyo.  The two of you could go and 

spend a relaxing night there.  Thatʼll be a great experience for *you guys.

Bob: （⑥　　　　　）!  Visiting museums, tasting Japanese food, and resting in a 

hot spring will be an exciting way for my dad to spend his first day in Japan.

Miho: The two of you are going to have a great time!

*quite a + 名　かなりの名　　be into + 名　名にはまっている　　you guys　君たち

⒜ Sounds perfect　　　　  　⒝ true　　　　  　⒞ if I were you

⒟What do you think　　　　⒠ I agree　　　　⒡ hot spring　 

Task 2 Listen to the dialog and check your answers.

Task 3 Form a group of three and read the conversation above.  Be sure to 

convey your emotions appropriately.
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Speaking and Writing Output　話すこと・書くことで表現

1. Listen to the following dialog, fill in the blanks below, and practice the dialog in pairs. 
（次の対話を聞いて空所を埋め，ペアで対話の練習をしなさい。）

Kazuki :  For the next festival, what would you like to do together as a 

class?

Kay :  I’m interested in 　　　　　　　　　　　　 .  

Kazuki :  　　　　　　　　　　　　 ?  That sounds fun. Exactly what 

would you like to do?

Kay :   .

Kazuki : Good for you! I hope it will be a good experience.

2. Have a dialog in pairs as Stefany and Anthony. 
（Stefanyと Anthonyになりきって，ペアで対話の練習をしなさい。） 

Name Plan for the next festival Role in the activity

Stefany

dance performance choosing costume

Anthony

art exhibition making posters

3. Fill in the chart below about yourself.　Then have a dialog in pairs or groups and take notes 

about your partner(s). （自分のことについて表を埋めなさい。その後ペアで対話し，相手のことをメモしなさい。）

Name Plan for the next festival Role in the activity

You

4. Make a presentation about your partner(s) using the information you have gotten in 3. 
（3で得られた情報をもとに，相手のことを発表しなさい。）

相手が文化祭でやりたい活動と役割を発表したら，感想や相手を応援する言葉で締めくくろう。
Kenta is interested in putting on a play with his classmates.  If he does this, he would like to 

be in charge of decorating the stage.  Iʼm sure his design will be cool, so Iʼm looking forward 

to seeing the play.

例

20

5. Write about an activity you would like to try for your next school festival.  Follow the guidelines 

below. （下のガイドラインにしたがって，次の文化祭であなたが取り組みたい活動について，英文を書きなさい。）

① 選んだ理由を述べる　　② 自分はどんな役割をするか述べる　　③ 何を期待しているか述べる

EXPRESSIONS

stage set （舞台装置）
Good for you !

（それはいいね！）

 

5

10

  FOR YOUR USE

perform a comedy skit

（コントをする）

FOR MORE USE
P . 9 5
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Speaking and Writing Output　話すこと・書くことで表現

1. Listen to the following dialog, fill in the blanks below, and practice the dialog in pairs. 
（次の対話を聞いて空所を埋め，ペアで対話の練習をしなさい。）

Kazuki :  For the next festival, what would you like to do together as a 

class?

Kay :  I’m interested in 　　　　　　　　　　　　 .  

Kazuki :  　　　　　　　　　　　　 ?  That sounds fun. Exactly what 

would you like to do?

Kay :   .

Kazuki : Good for you! I hope it will be a good experience.

2. Have a dialog in pairs as Stefany and Anthony. 
（Stefanyと Anthonyになりきって，ペアで対話の練習をしなさい。） 

Name Plan for the next festival Role in the activity

Stefany

dance performance choosing costume

Anthony

art exhibition making posters

3. Fill in the chart below about yourself.　Then have a dialog in pairs or groups and take notes 

about your partner(s). （自分のことについて表を埋めなさい。その後ペアで対話し，相手のことをメモしなさい。）

Name Plan for the next festival Role in the activity

You

4. Make a presentation about your partner(s) using the information you have gotten in 3. 
（3で得られた情報をもとに，相手のことを発表しなさい。）

相手が文化祭でやりたい活動と役割を発表したら，感想や相手を応援する言葉で締めくくろう。
Kenta is interested in putting on a play with his classmates.  If he does this, he would like to 

be in charge of decorating the stage.  Iʼm sure his design will be cool, so Iʼm looking forward 

to seeing the play.

例

20

5. Write about an activity you would like to try for your next school festival.  Follow the guidelines 

below. （下のガイドラインにしたがって，次の文化祭であなたが取り組みたい活動について，英文を書きなさい。）

① 選んだ理由を述べる　　② 自分はどんな役割をするか述べる　　③ 何を期待しているか述べる

EXPRESSIONS

stage set （舞台装置）
Good for you !

（それはいいね！）

 

5
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  FOR YOUR USE

perform a comedy skit

（コントをする）

FOR MORE USE
P . 9 5

15
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Presentation
S k i l l

2
　Lesson 5から Lesson 7では，クラブ活動，自分の町，夏休みにしたことについて話したり書いたりしてき
ました。これらの題材について，または別のことについて発表しましょう。ここでは，視覚資料（Visual 

Materials）を使いながら自分の主張や意見，情報を聞き手に伝えるプレゼンテーションを練習します。

1 テーマを決めて，情報を集める
● ここでは，My Town というテーマのプレゼンテーションを例にとります。まず自分の町に関する情報を集
めましょう。Mind Map（p.16）を書くのもよいでしょう。

　　Your townʼs name　　　　Fujisawa

Location 　　southern Kanagawa Prefecture

Population 　　430,000

History

Famous places 　　Shonan Beach, Enoshima

Features 　　over three million swimmers visit every summer　　
　  ＊市役所，観光局，本，雑誌，インターネットなどで町の情報を調べましょう。　

2 構成を考える
● プレゼンテーション原稿は，多くの場合 Introduction，Body，Conclusion の３つのパートからなります。
各パートの内容（Contents）や発表方法（Delivery）について学びましょう。

Introduction  出だし 　　Let me tell you about my town ～.

 Body

 場所・地図 　　
  northeastern 

part
 It is located in the southwestern  of ～.
  center
 町の特徴  
　人口　　Its population is ～.

　歴史　　 It is a very old town.  It still has some houses built in the Edo 
period.

　有名なもの　　～ is famous for 　　.  It is ... .

 視覚資料の提示 　　Look at this map 〔picture, graph, etc.〕.
　　　　　　　  Do you know what it is?  This graph shows ～.
　　　　　　　  It is a picture of ～.

Conclusion
 コメント 　　In this way, ～ is a nice town.  I like it very much.
 Why donʼt you visit ～ ? / If you have a chance, come to ～.
 I think youʼll like it.

アウトラインに沿って，プレゼンテーションの構成を考えてメモし，この段階で写真，絵，実物，表，グラフ
などの視覚資料を用意します。発表会場の後ろの方からも見えるように，拡大したりスクリーンに映したりし
ましょう。
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　SKILL 2　　Presentation

Outline

Introduction

Body

Conclusion

町の名前の紹介

位置（地図を用いる），人口・歴史など，特徴（絵・写真を用いる）

コメント

3　原稿を暗記し，視覚資料を効果的に使いながら発表をする
● 完成原稿は次の通りです。

　Let me tell you about my town, Fujisawa.  Do you know 

where it is? Look at this map.  Fujisawa is located in 

southern Kanagawa Prefecture.  Its population is about 

430,000.  Have you ever visited Shonan Beach or 

Enoshima?  These are pictures of Shonan and Enoshima.  

Every summer, over three million swimmers come to 

Shonan.  Itʼs so popular, isnʼt it?  Fujisawa is a nice city.  I 

love Fujisawa very much.  Why donʼt you come visit?  Do 

you have any questions?

● 原稿の作成と発表の際には，内容（Contents）と発表方法（Delivery）に注意しましょう。

▶ Introduction  Let me tell you about my town, Fujisawa.  Do you know where it is?

 Contents   最初に何について話すのかを述べる。ここで質問を投げ
かけることで，聞き手の興味を引くことができる。

 Delivery   固有名詞はゆっくり，はっきりと言うよう心がける。

▶ Body  Look at this map.  Fujisawa is located in southern Kanagawa 

Prefecture.  Its population is about 430,000.  Have you ever visited 

Shonan Beach or Enoshima?  These are pictures of Shonan and 

Enoshima.  Every summer, over three million swimmers come to 

Shonan.  Itʼs so popular, isnʼt it?
 Contents   聞き手にわかりやすいように，統計や数値などを使って

具体的に説明をする。
 Delivery   地図や写真などの視覚資料を使って説明する。

▶ Conclusion  Fujisawa is a nice city.  I love Fujisawa very much.  Why donʼt you 

come visit?  Do you have any questions?

 Contents   聞き手にメッセージを投げかけ，誘いかける。
 Delivery   ジェスチャーとせりふを合わせる。

● 特に視覚資料を効果的に使うには，次の点をよく考えて本番に臨みましょう。

Visual Materials

▶どのタイミングで，どの資料を見せるか。

▶�資料をプリントにして配るか，大きく印刷したり，スクリーンに映したりして全員の前で見せるか。

▶資料のどこに注目してほしいか。

▶視覚資料を見せるときに何と言うか。
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Model Dialog　モデル対話から学ぼう

Miho :  We have to register our class activity for the festival 

tomorrow. Let’s make a decision today. So far, we 

have two proposals, a play and an acappella concert. 

What should we do?

Kay :  I would like to try a play. There are lots of different 

roles for everyone, such as writing a story, making 

costumes, and of course, acting. 

Kazuki  : Why don’t we have a concert? I’m sure we can 

produce great harmony. 

Miho :  Oh, I have an idea! How about performing a musical? 

We can both sing and act. It’s perfect!

Kay :  That sounds nice. What do you say, Bob? 

Bob :  Actually, I have done a musical before. Singing and 

acting together in front of the audience was thrilling. I 

think it’s worth trying.  

 Comprehension  Fill in the blanks to make a correct summary.

Miho and her classmates are discussing their class ①　　　　　　　　　.  Kay supports putting on  

a ②　　　　　　　, while Kazuki likes ③　　　　　　　 acappella. Finally, Miho comes up with the idea of 

doing a ④　　　　　　　. Bob ⑤　　　　　　　 with her suggestion.

Sounds　丸印の大きさに応じて強弱をつけ，強いところが等間隔になるように読んでみよう。
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  FUNCTION 提案する  
Why don’t we have a concert? （コンサートをやろうよ。）
How about performing a musical? （ミュージカルをするのはどう？）

  GRAMMAR 動名詞  
There are lots of different roles for everyone, such as writing a story, making costumes, and 
acting. （それぞれ違うことを担当できるもの，物語を書いて，衣装を作って，そして演じて。）
Singing and acting together in front of the audience was thrilling. 
（観客の前でみんな一緒に歌って演じるのはとてもワクワクした。）

EXPRESSIONS

register + 名（名を登録する）
make a decision

（決める，決定する）
so far（今のところ）
proposal（提案）
acappella（アカペラ＜無伴
奏で歌うこと＞）
role（役割）
costume（衣装）
audience（観客，聴衆）

TRUE OR FALSE

1.（　　　　）

2.（　　　　）

3.（　　　　）
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生徒が興味を持てる，思わず自分の意見や考えを他の生徒と共有
したくなるようなトピックを厳選して掲載しました。
Part 1では好きな音楽や週末の予定といった自分事に関するトピッ
クが扱われ，そこから徐々にトピックが持つ世界観が広がっていき
ます。
学校のこと，自分の街のこと，そして自分の生きている社会のこと，
というように徐々に生徒が広い視野で考え，活動に取り組めるよ
うな順番でトピックを配列しました。

ここまでに身につけてきた語彙・表現，そして「型」を活かしながら，
自分の言葉でアウトプットすることができます。
モデル文やロールプレイから簡単な活動へのステップアップが段階的
になっており，無理なく英語で話したり，書いたりすることができます。
Skill のページでは，ディスカッションやディベートといった本格的な
活動を実現するための実戦的なテクニックや表現を学ぶことができ
ます。

Part の最後に配置している Skill には，プレゼン
テーションや，ディスカッションなど「活動」で
役立つ表現も掲載しています。
これらを活用することで，アウトプットに苦手意
識を抱いている生徒でも，掲載された表現を活
用しながら自分の意見や考えを相手に伝えること
ができます。

生徒が身近に感じられる，思わず話したくな
るトピックがアクティブな学びを実現。

習得した語彙・表現や定着した「型」をベー
スに自分の言葉で英語を話せる。

豊富な表現集が，活動を苦手に
感じる生徒への抵抗感を軽減。

アウトプット

インテイク

内容紹介

モデル文が豊富に掲載されていますので，インプットした語彙や
表現，文法事項が実際にどのように使われているのかをインテイ
クしていく上で最適です。

モデル文を充実させることで，その後の活動へのスムーズな移行を
実現します。ロールプレイなどで会話や活動のシミュレーションを
することで，その「型」をインテイクしていきます。

スピーチ，プレゼンテーション，ディスカッション，
ディベート，各種ライティングといった本格的な

「活動」の流れや取り組み方，必要な表現を Skill
のページに集約しました。
この流れに沿って，インプットした語彙や表現，
文法事項，トピックに関する情報を当てはめなが
ら，「活動」のシミュレーションをすることで，「型」
がインテイクされていきます。

モデル文で対話ややり取りのシミュレーショ
ンができる。

会話ややり取りの「型」に慣れ，アウトプット
に自信がない生徒も積極的に取り組める。

「活動」のテクニックや流れの解
説が丁寧なので「活動」のシミュ
レーションがしやすい。
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Presentation
S k i l l

2
　Lesson 5から Lesson 7では，クラブ活動，自分の町，夏休みにしたことについて話したり書いたりしてき
ました。これらの題材について，または別のことについて発表しましょう。ここでは，視覚資料（Visual 

Materials）を使いながら自分の主張や意見，情報を聞き手に伝えるプレゼンテーションを練習します。

1 テーマを決めて，情報を集める
● ここでは，My Town というテーマのプレゼンテーションを例にとります。まず自分の町に関する情報を集
めましょう。Mind Map（p.16）を書くのもよいでしょう。

　　Your townʼs name　　　　Fujisawa

Location 　　southern Kanagawa Prefecture

Population 　　430,000

History

Famous places 　　Shonan Beach, Enoshima

Features 　　over three million swimmers visit every summer　　
　  ＊市役所，観光局，本，雑誌，インターネットなどで町の情報を調べましょう。　

2 構成を考える
● プレゼンテーション原稿は，多くの場合 Introduction，Body，Conclusion の３つのパートからなります。
各パートの内容（Contents）や発表方法（Delivery）について学びましょう。

Introduction  出だし 　　Let me tell you about my town ～.

 Body

 場所・地図 　　
  northeastern 

part
 It is located in the southwestern  of ～.
  center
 町の特徴  
　人口　　Its population is ～.

　歴史　　 It is a very old town.  It still has some houses built in the Edo 
period.

　有名なもの　　～ is famous for 　　.  It is ... .

 視覚資料の提示 　　Look at this map 〔picture, graph, etc.〕.
　　　　　　　  Do you know what it is?  This graph shows ～.
　　　　　　　  It is a picture of ～.

Conclusion
 コメント 　　In this way, ～ is a nice town.  I like it very much.
 Why donʼt you visit ～ ? / If you have a chance, come to ～.
 I think youʼll like it.

アウトラインに沿って，プレゼンテーションの構成を考えてメモし，この段階で写真，絵，実物，表，グラフ
などの視覚資料を用意します。発表会場の後ろの方からも見えるように，拡大したりスクリーンに映したりし
ましょう。

5

10

15

20

25

30

35

2022 MS 論理表現Ⅰ P019-P034 Part2.indd   32 2020/04/22   9:49

L
e s s o n  

　
LESSO

N
 6　

　
 M

y To
w

n

24

My Town6
□ 自分の町を紹介しよう　　□ 町の特徴などを説明する表現を身に着つけよう
□ 現在完了・現在完了進行形について学ぼう

Word and Expression Input　単語と表現に触れる

1. How do you say the following words and terms in English? Choose an item from the answer box 

below the pictures.

 1  （　　　 　　）  2  （　　　 　　）  3  （　　　 　　）  4  （　　 　　　） 

 5  （　　 　　　）  6  （　　　　 　）  7  （　　 　　　）  8  （　　 　　　） 

prefectural capital　/　population　/　area　/　peninsula

city center　/　(city, town, etc.) hall　/　population density　/　prefecture

2. Listen to a dialog between Rio and Andy, then fill in blank  a  in the conversation below.  After 

that, listen to two more conversations and answer questions  b  and  c .

Rio : Where do you live, Andy? 

Andy : I live in Hayama Town.

Rio : What is its 　　  　　　　　　　　 ?

Andy : About 316,000.

     Its 　  　　　　　　　　 . b  

     Its 　  　　　　　　　　 . c  

3. Have a dialog in pairs about each otherʼs town.

  WORD BANK  
□ city
□ town
□ county
□ sister city
□ climate
□ ward

□ primary (secondary, tertiary) industry
□ agriculture
□ fishery
□ forestry
□ commerce
□ shopping mall

□ tourism
□ bay
□ harbor
□ lake
□ mountainous area
□ plain

Check!

5

10

EXPRESSIONS

316,000 

（three hundred sixteen 

thousand）
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　SKILL 2　　Presentation

Outline

Introduction

Body

Conclusion

町の名前の紹介

位置（地図を用いる），人口・歴史など，特徴（絵・写真を用いる）

コメント

3　原稿を暗記し，視覚資料を効果的に使いながら発表をする
● 完成原稿は次の通りです。

　Let me tell you about my town, Fujisawa.  Do you know 

where it is? Look at this map.  Fujisawa is located in 

southern Kanagawa Prefecture.  Its population is about 

430,000.  Have you ever visited Shonan Beach or 

Enoshima?  These are pictures of Shonan and Enoshima.  

Every summer, over three million swimmers come to 

Shonan.  Itʼs so popular, isnʼt it?  Fujisawa is a nice city.  I 

love Fujisawa very much.  Why donʼt you come visit?  Do 

you have any questions?

● 原稿の作成と発表の際には，内容（Contents）と発表方法（Delivery）に注意しましょう。

▶ Introduction  Let me tell you about my town, Fujisawa.  Do you know where it is?

 Contents   最初に何について話すのかを述べる。ここで質問を投げ
かけることで，聞き手の興味を引くことができる。

 Delivery   固有名詞はゆっくり，はっきりと言うよう心がける。

▶ Body  Look at this map.  Fujisawa is located in southern Kanagawa 

Prefecture.  Its population is about 430,000.  Have you ever visited 

Shonan Beach or Enoshima?  These are pictures of Shonan and 

Enoshima.  Every summer, over three million swimmers come to 

Shonan.  Itʼs so popular, isnʼt it?
 Contents   聞き手にわかりやすいように，統計や数値などを使って

具体的に説明をする。
 Delivery   地図や写真などの視覚資料を使って説明する。

▶ Conclusion  Fujisawa is a nice city.  I love Fujisawa very much.  Why donʼt you 

come visit?  Do you have any questions?

 Contents   聞き手にメッセージを投げかけ，誘いかける。
 Delivery   ジェスチャーとせりふを合わせる。

● 特に視覚資料を効果的に使うには，次の点をよく考えて本番に臨みましょう。

Visual Materials

▶どのタイミングで，どの資料を見せるか。

▶�資料をプリントにして配るか，大きく印刷したり，スクリーンに映したりして全員の前で見せるか。

▶資料のどこに注目してほしいか。

▶視覚資料を見せるときに何と言うか。
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Model Dialog　モデル対話から学ぼう 

Miho :  Bob, how long have you been living in Japan? 

Bob :  I’ve been here for three years since I came from my 

hometown, Perth.

Miho : Perth…?

Bob :  Oh, haven’t you heard of it?  It’s on 

the west coast of Australia. Also, 

it’s the state capital of Western Australia.

Miho :  What is the city like?

Bob :  It is said to be the most beautiful city in the world, with 

a wide, gentle river and spacious parks.  Also, driving 

northward about 10 hours, you can swim in Shark 

Bay and see sea creatures as well.

Miho :  I like dolphins very much.  Can I see some there?

Bob :  Of course.  Not only dolphins, but over 300 species of 

sea creatures live there.  It has been a World Heritage 

Site since 1991.

 Comprehension 　 Fill in the blanks to make a correct summary.

Bob has been living in Japan for ①　　　　  　　　 years since he came from ②　　　　  　　　.  It is a 

beautiful city.  A 10-hour drive from there is Shark ③　　　　  　　　, a World Heritage ④　　　　  　　　.  

You can enjoy seeing a lot of sea ⑤　　　　  　　　 there.

Sounds　語末の t，dが「聞こえない音」になることがあります。

the west coast　　state capital　　It is said to be　　most beautiful　　a World Heritage Site

  FUNCTION 説明をする  
Itʼs on the west coast of Australia. （オーストラリアの西海岸にあるよ。）
Itʼs the state capital of Western Australia. （西オーストラリア州の州都なんだ。）
Over 300 species of sea creatures live there. （300 種以上の海洋生物が生息しているよ。）

  GRAMMAR 現在完了・現在完了進行形  
How long have you been living in Japan? （日本に住んでどれくらいになるの？）
I’ve been here for three years. （ここにやってきて３年になるね。）
It has been a World Heritage Site since 1991. （1991 年から世界遺産になっているんだ。）

EXPRESSIONS

coast（海岸）
gentle（ゆったりとした）
spacious（広々とした）
sea creature（海の生物）
species（＜生物の＞種）
World Heritage Site

（世界遺産）

TRUE OR FALSE

1.（　　　　）

2.（　　　　）

3.（　　　　）
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Speaking and Writing Output　話すこと・書くことで表現

1. Listen to the following dialog, fill in the blanks below, and practice the dialog in pairs.

Cliff : Where do you live, Saki?

Saki : I live in 　　　　　　　　　　　　 .

Cliff : How long have you been living there?

Saki : I’ve been living there for 　　　　　　　　　　　　 .

Cliff : Is 　　　　　　　　　　　　 a big city?

Saki : Yes, it has a population of 　　　　　　　　　　　　 .

Cliff : I see.  What is it famous for?

Saki :  It’s famous for 　　　　　　 　 .  It has been there   

　　　　　　　　　  　 .

2. Have a dialog in pairs as Ted and Yuri.

Name Where they live
How long they have 

been living there
Population Feature(s)

Ted

Sakai 1.5 years　 840,000
old burial mounds, 
birthplace of Sen no Rikyu 
and Yosano Akiko

Yuri

Habikino 15 years 110,000
old burial mounds, 
grape production

3. Fill in the chart below about yourself.  Then have a dialog in 

pairs or groups and take notes about your partner(s).

Name Where you live
How long you have 

been living there
Population Feature(s)

You

4. Make a presentation about your partner(s) using the information you have gotten in 3.

町の名前と相手が住んでいる年数の紹介から始めよう。町の人口と特徴を紹介したら，感想を伝えよう。
Shota has been living in Fukuyama for 12 years.  Fukuyama has a population of 468,000 and it 

has a beautiful castle that has been one of Japanʼs 100 Famous Castles since 2006.  Shota 

told me that the castle is famous for its cherry blossoms, so I would like to go there in spring.

例

5. Write about your town. Follow the guidelines below.

① 町の名前と居住年数を述べる　　② 人口や特徴を紹介する　　③ 町に対する思いや，読み手を誘う内容を入れる

EXPRESSIONS

nearly（もう少しで）

 

5
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Practice　聞く，話す，書く練習をしよう

1. Listen to the following dialog, fill in the blanks below, and 

practice the dialog in pairs.

（対話を聞いて空所を埋め，ペアで練習しなさい。）

Kay :  What kind of music do you like?

Kazuki :  I like 　　　　　 .

Kay :  Oh, you like 　　　　　　 .  Why do you like it?

Kazuki :  Because 　　　　　　　　　　　　  　 .

Kay :  That’s cool.  So, when do you usually listen to it?

Kazuki :  I listen to it 　　　　　　　　　　　　  　 .

2. Fill in the chart below.  Then have a dialog in pairs and take 

notes about your partner. （自分のことについて表を埋めなさい。その後，
ペアで対話をし，相手のことをメモしなさい。）

Name
What kind of 　 　
music do you like?

Why do you like it?
When do you 　　
usually listen to it?

You

3. Write a passage titled “My Favorite Kind of Music” in around five 

sentences.

（｢私の好きな音楽」という題で，５文程度の英文を書きなさい。）

　I like pop music, especially British and American pop songs.  I 

often listen to them at home and try to sing along with my favorite 

singers.  It makes me excited.  I also practice English with the 

songs.

  GRAMMAR CHECK 現在形  
日常的に繰り返すことや変わらない事実などを表すときは，動詞の現在形を使います。

I like rock because it gives me energy. （ロックが好きなの，元気をもらえるから。）
My parents say I play it too loud. （両親がうるさすぎるって言うの。）

Choose a word from the box below and change it into the suitable form if necessary.

（次のボックスの中から空所に入る語を選び，必要に応じて適切な形に変えなさい。）

① The earth 　　　　　　　 around the sun.

② Water 　　　　　　　 at 100 degrees Celsius.

③ I 　　　　　　　 home at 7:20 every morning. 

④ Small children often 　　　　　　　 questions.

⑤ My father never 　　　　　　　 angry.

EXPRESSIONS

Thatʼs cool.

（かっこいいね。）

  FOR YOUR USE

it makes me excited / 
refreshed（元気 / さわやか
になる）
it is exciting / relaxing

（刺激的だ / 心がなごむ）
it excites / refreshes me

（元気 / さわやかにする）
when I go to school

（通学時に）
before I go to bed

（就寝前に）

FOR MORE USE
P . 9 5

 

5
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15

例

20

25

30

boil
leave
get

move
ask GRAMMAR PRACTICE

P . 1 4
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Lesson 1から Lesson 4にかけて，自分の名前や趣味，宝物や予定などについて書いてきました。
これをもとにスピーチをしてみましょう。

1 テーマを決めて，情報を集める
● たとえば，自分の名前について書いた文章を例にとってみましょう。
　 Lesson 1 Nice to Meet Youの Practice 3 (p.7)に載っている 　  は次のような文章でした。

　My name is Akiko.  The kanji for Aki means ʻcrystal.ʼ  My parents 

gave me this name.  They wanted me to be pure like crystal.  Please 

call me Aki.

● この文章を書く前に，名前とその意味，そして呼び名などの情報を表に書きました。

What is your name?
What does 

your name mean?
What can I call you?

Akiko crystal Aki

● 今回は，これ以外にも新たな情報を追加してスピーチをしていきます。

名付けの際のエピソード：
My parents prepared two names: Akiko for a girl, Akio for a boy.

自分の名前についての感想：
I like it very much.

● テーマに関連することを次のように書き出していくと，話したい内容を整理できるので，原稿を書くとき
に役立つでしょう。このような図をMind Mapと言います。

MIND MAP

例 5

10

15

pure

my parents

girl

crystal
Aki  　
晶　 　

Akiko

I like it very much

boy Akio

Speech
S k i l l

1

2022 MS 論理表現Ⅰ P005-P018 Part1.indd   16 2020/04/22   9:48

　
SK

ILL 1　
　

 Sp
e

e
c

h

17

　SKILL 1　　Speech

2 文章にする
● こうして集めた情報をもとに文章を書きます。

　My name is Akiko.  Please call me Aki.  The kanji for Aki means ʻcrystal.ʼ  My 

parents gave me this name.  They wanted me to be pure like crystal.  Before I 

was born, they decided their childʼs name.  They prepared two names: Akiko for 

a girl, Akio for a boy.  Since they had a daughter, that is me, they named me 

Akiko.  I like this name very much.

3 スピーチ原稿を作る
● スピーチは話すものなので，聞き手を意識して，聞き手への働きかけを入れましょう。

　Hello, everybody.  Iʼm going to talk about my name.  Do you know my given 

name?  It is Akiko.  Please call me Aki.  By the way, do you know the meaning of 

my name?  The kanji for Aki is this.  This letter means ʻcrystal.ʼ  My parents gave 

me this name.  They wanted me to be pure like crystal.  Before I was born, they 

decided their childʼs name.  They prepared two names: Akiko for a girl, Akio for a 

boy.  Since they had a daughter, that is me, they named me Akiko.  I like this 

name very much.  Do you think I am pure like crystal?  I hope I am.  Thank you 

for listening.

● ここで，  2  で書いた文章との違いを見てみましょう。

▶ 冒頭のあいさつ
 Hello, everybody.

▶ これから話すテーマの宣言
 Iʼm going to talk about my name.

▶ 聞き手への質問
 Do you know my given name?

 By the way, do you know the meaning of my name?

 Do you think I am pure like crystal?

▶ 聞き手への説明
 The kanji for Aki is this.

▶ 聞いてくれたことへのお礼
 Thank you for listening.

5

10

15

20

25

30
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　SKILL 1　　Speech

4 練 習
● 何度も繰り返して練習し，原稿を見ずに話せるようにしましょう。
　 人前でスピーチをするときには，ジェスチャーや姿勢，視線などにも気をつけましょう。
● このスピーチでは，「晶」という漢字をカードに書いて準備しておくとよいでしょう。カードを見せるタ
イミングも練習します。カードの準備ができないときは，その場で黒板やホワイトボードに書く方法もあ
ります。

▶ 聞き手を見ながら話す（アイコンタクトを取る）
▶ ゆっくりとみんなに聞こえる十分な声量で話す
▶ 明るい表情で話す
▶ 理解を助けるような工夫（絵やカードなどの使用，ジェスチャーなど）をする

5 本 番
● さあ，ゆっくりと息を吸ってから，リラックスしてスピーチをしましょう。聞き手の反応を楽しみながら
発表してください。

TIPS FOR LISTENERS :
聞き手の態度や反応が良ければ，発表者はよりリラックス
して楽しみながらスピーチをすることができます。スピー
チを聞く側は，発表者を応援する気持ちで積極的に参加し
ましょう。

発表者の方に目を向けましょう。 

発表者のあいさつや質問に応えましょう。 

 
  Hello, everybody. ― Hello. 

  Do you know my given name? 

  ― Yes, Akiko. 

  Do you think I am pure like crystal? 

  ― Yes. 

 
スピーチの内容のメモを取っても構いません。 

最後に大きな拍手を送りましょう。 

発表後は積極的に質問しましょう。 

Practice

Choose a topic from one of the lessons in Part 1.  Make a speech, using the techniques 

you have learned in Skill 1. （Part 1で学習したレッスンのトピックからどれか１つを選び，Skill 1で
学習したテクニックを使ってスピーチをしなさい。） 

5

10

15

20

例

25

30
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□ 自分の好きな音楽について話してみよう　　
□ 理由をたずねる／答える表現を身につけよう　　□ 現在形について学ぼう

Warm Up　聞いてみよう

Listen to the following dialog.  What is Bobʼs favorite kind of music?  Check the box under the 

picture that best matches the dialog. （対話を聞いて，Bob が好きな音楽にチェックを入れなさい。）

 Classical music  Rock  Jazz  Japanese pops (idols)

Model Dialog　モデル対話から学ぼう

Miho :  Morning, Kay.  What are you listening to?

Kay :  Hi, Miho, I’m listening to The Rolling Stones!

Miho :  How come you are listening to rock?  You like classical 

music, right?

Kay :  Oh, I like rock, too, because it gives me energy in the 

morning!  So, Miho, what kind of music do you like?

Miho :  I like rock music as well.  But I have to listen to it with 

headphones even at home.

Kay :  Why is that?

Miho :  Because my parents say I play it too loud.

Kay :  That’s too bad.

  FUNCTION 理由をたずねる / 答える  
How come you are listening to rock? （どうしてロックを聞いているの？）
― I like rock because it gives me energy in the morning! （ロックが好きなの，朝に元気をもらえるから！）
Why is that? （それはどうして？）
― Because my parents say I play it too loud. （両親がうるさすぎるって言うから。）

Sounds　疑問詞のある疑問文は，声の調子を自然に下げて言ってみよう。
How come you are listening to rock?　　　　　What kind of music do you like?

Check!

5

EXPRESSIONS

Morning.＝ Good morning.

～, right?（～だよね？）
energy（元気，活力）
～ as well（～もまた）
Thatʼs too bad.

（それは残念ね。）

TRUE OR FALSE

1.（　　　　）

2.（　　　　）

3.（　　　　）

10

15

20

25

What Kind of  
Music Do You Like?2
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トピックに関連した単語や表現をインプットし，モデルダイアログをしっかりと読み込ん
だ上で次ページの活動に臨みます。

モデル文を基に，まずはロールプレイを通じてモデルをインテイクしていきます。その過
程でインプットした語彙や表現を実際に「使う」ことでインテイクされていき，実際に「使
える」ようになります。

ペアで自分のことについて情報を交換し，表にお互いの情報を記入し，正確に把握でき
ているかどうかを確かめます。その後，パートナーの考えをまとめ，簡単なプレゼンテー
ションに取り組みます。最後に Skill でプレゼンテーションのテクニックを学び，ここまで
に身につけた知識・技能も活かして，本格的なプレゼンテーションに挑戦します。

Point 1

Point 2

Point 3

語彙や表現，モデルのインプット

モデルをベースにペアワー
クに取り組み，語彙や表現
をインテイク＆アウトプット

Skill の解説を足掛かりにプレゼンテーションに挑戦！

Presentation

Speech

内容紹介

トピックに関連した表現をインプットし，モデルダイアログをしっかりと読み込んだ上で
次ページの活動に臨みます。

ペアで各 Lesson のトピックについてやり取りをし，その後，自分の考えを 5 文程度にま
とめてアウトプットしていきます。実際にインプットした表現を「使う」中で，確実にイン
テイクされていきます。

Skill では，スピーチのテクニックが詳細に解説されており，この情報とここまでに身につ
けてきた知識・技能を駆使して本格的なスピーチに挑戦します。

Point 1

Point 2

Point 3

表現，モデルのインプット

モデルをベースにペアワーク
に取り組み，語彙や表現をイ
ンテイク＆アウトプット

Skill の解説を足掛かりにスピーチに挑戦！
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Writing a Paragraph
S k i l l

5
　Skill 1と 2で見てきたスピーチやプレゼンテーションは，話し手と聞き手が，同じ時間に同じ場所にいる状
況で行われます。そのため，話し手がジェスチャーや声のトーンに気を配ったり，聞き手がその場で質問する
ことによって，聞き手は理解を深めることができます。
　文章はそれとは違って，必ずしも読み手と書き手が同じ時間，同じ場所に居合わせているわけではないので，
文字情報そのものしか頼るものがありません。スピーチやプレゼンテーションに比べて，読み手が理解するた
めに活用できる素材が少ないのです。
　ここでは，読み手にとって分かりやすい英文を書くための重要な点について勉強しましょう。

1 英文を書くときの注意点
● 英文を書くときには，次のような点を意識しましょう。

▶ テーマや主旨を明確に述べましょう。

▶ 具体例や説明を添えましょう。

▶ 読み手を意識してわかりやすい表現で書きましょう。

▶ 書き終えたら， 英文を読みなおし， スペリングや文の区切り， 文法上の間違いを極力

減らしましょう。

2 段落の構成
● Part 4 Lesson 16のWriting Outputで取り組んだ「外国人に紹介したい日本食」というテーマの紹介文を
読んで，英文における段落の構成について考えてみましょう。

①Do you know what rice balls are?  Have you ever eaten one?  ②Rice balls, 

onigiri, are triangular or round in shape.  ③As many people in Western countries 

take sandwiches on a picnic, Japanese people eat onigiri when they go 

somewhere.  They are really easy to make.  ④You put any filling you wish inside.  

Popular fillings are salmon, ume-boshi, kombu, and okaka, or finely chopped 

katsuobushi.  You can wrap the rice ball in seaweed so that your hands will not 

be sticky when you eat it.  ⑤Rice balls are convenient and delicious.  You should 

try one.  Definitely youʼll like it!

● この段落は，読み手である外国人に対して，彼らにとって未知の食べ物であるかもしれないおにぎりにつ
いて紹介しています。Introductionとなる①の二文は，読み手におにぎりについて問いかけています。 そ
れに続く Bodyとなる②，③，④の部分では，おにぎりとは何なのか，どんな形をしていて，何でできて
いて，それは日本人にとってどんな食べ物であるか，そしてどのように作るのかを説明しています。そし
て最後の Conclusionとなる⑤の三文では，もう一度読み手に呼びかけ，おにぎりの魅力を強調し，すす
めています。
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　SKILL 5　　Writing a Paragraph

　 Task 2
　 Put sentences A, B, C, and D in the right order. （文と文のつながりを示す表現に注意して，次の文を適切
な順番に並びかえてみましょう。）

（　　） → （　　） → （　　） → （　　）
A  Another reason is that people around you may stay away from you if you 

keep saying negative things.

B Therefore, you should try to look on the positive side of a task or problem.

C  One reason is that if you look on the negative side, you may not be able to 

think creatively, which may prevent you from finding possible solutions for 

the problem.

D It is very important to think positively when you meet a challenge.

　 Task 3
　 The following article was written by a high school student based on her survey results.  Read the article 

and put the sentences in the box below in the right order so that they flow naturally after the introduction. 

（次の文章は，ボランティア活動を行う理由について述べた文章の Introductionです。この後の文章が自
然な流れになるように，①～⑥を並びかえてみましょう。）

What Attracts People to 
Volunteer Activities?

　Volunteer activities have become popular for people of all types 

and in many countries.  I have been wondering why people choose 

to take part in volunteer activities without *getting paid.  I carried out 

an online survey of students at my school.  The results showed that 

young people hold very interesting opinions on this question.  Can 

you guess what they are?  I will introduce three main reasons. 

 *getting paid　報酬を受け取る

20

25

Introduction → （　　） → （　　） → （　　） → （　　） → （　　） → （　　） 

① In brief, volunteer activities satisfy our *desire to feel complete.
②  The second most common reason is to meet new people and enjoy 

meaningful conversations with them.
③  Many people who have special skills and knowledge want to use them to 

help others in need.
④  Getting involved with people we just met makes us feel happy about 

ourselves and enriches our lives.
⑤  It is no wonder that many young people choose to take part in volunteer 

activities today.
⑥  The most common reason is that people wish to help others by using 

their skills and energy positively. 
*desire　欲求，欲望
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Go Green17
□ ゴミ削減に関する学校新聞の記事を作成してみよう　　
□ 提案する表現を身につけよう　　□ 否定について学ぼう

Word and Expression Input　単語と表現に触れる

1. How do you say following trash in English?  Choose an item from the answer box below the 

pictures.

burnable 　　

 1   （　　　　　　）  2   （　　　　　　）

non-burnable

 3   （　　　　　　）  4   （　　　　　　）

recyclable   　

 5   （　　　　　　）  6   （　　　　　　）

banana peels　/　cardboard boxes　/　steel cans　/　mirrors　/　ceramic dishes　/　CDs

2. Listen to a dialog between Bob and Miho, then fill in blank  a  in the conversation below.  After 

that, listen to two more conversations and answer questions  b  and  c .

Bob is staying with Miho’s family.

Bob :  Miho, I’m wondering how we should throw away   

　　　　　　　　　 in this city.

Miho : 　　　　　　　　　?  Here we treat them as burnable.

Bob : Thanks for letting me know.

  　　　　　　　　　 . b  

  　　　    　　　　　　　　　　　　 . c  

3. Have a dialog in pairs about how trash is thrown away in your town or city.

  WORD BANK  
□ clothes
□ blanket
□ PET bottle
□ plastic tray

□ a piece of wood
□ batteries
□ milk carton
□ newspaper

□ ink cartridge
□ aluminum can
□ reuse
□ recycle

□ sort
□ remove
□ reduce

Check!

5

EXPRESSIONS

Iʼm wondering ～
（～かしらと思う）
throw away + 名

（名を捨てる）
Thanks for letting me know.

（教えてくれてありがとう。）

 

10

 a  

 a  

15

20
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Speaking Output　話すことで表現

1. Look at the following ways to reduce trash and think about what you 

can do.

refuse plastic bags buy only what we 
need

stop shopping
online

bring your own 
drink bottle

sort trash 
precisely

recycle cans and 
bottles

buy secondhand 
products

others

Q　How would you reduce trash?

2. Think about the easiest and most effective ways to reduce trash, 

and fill in the chart below.  Then have a dialog in pairs and take 

notes about your partner.

A :  What do you think is the easiest way to reduce trash?

B :  I think it’s easiest to refuse plastic bags when I go shopping.

A :  I see.  Then, what do you think is the most effective way to 

reduce trash?

B :  I think it’s the most effective to buy only what we need.

Name The easiest way to reduce trash
The most effective way

to reduce trash

You

3. Make a presentation about your partner using the information that you have gotten in 2.

ゴミを減らす方法について相手の意見を整理し，その意見を聞いて自分が考えたことも話してみよう。
Miki and I exchanged ideas on how we can reduce trash.  Miki said that the easiest way to do 

this is to refuse plastic bags in stores and that the most effective way is to stop shopping 

online.  I agreed with both suggestions, but Iʼd like to say that refusing plastic bags is not only 

the easiest but also the most effective way to reduce trash.  Thatʼs why the government 

introduced a policy requiring stores to charge for plastic bags.  The number of bags given out 

in stores has been reduced.

例 15

20

EXPRESSIONS

refuse + 名 （名を断る）
what we need

（必要なもの）
precisely （きちんと）

 

  FOR YOUR USE

disposable chopsticks 

（割りばし）
refillable shampoo

（詰め替え可能なシャンプー）
reusable container

（再利用可能な容器）
donate clothing to + 名

（衣類を名に寄付する）
sell used clothes in a flea 

market （フリーマーケット
で古着を売る）
fix something broken

（壊れたものを直す）

 

FOR MORE USE
P . 9 5
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　SKILL 5　　Writing a Paragraph

● それでは次に，Lesson 17 のWriting Output で取り組んだ「ゴミを減らすために」というテーマの意見文
を見てみましょう。

To Reduce Trash

　It is our responsibility to reduce trash today.  There are a lot of 

things we can do.  I suggest we sort trash and recycle whatever 

we can.  In our city, we have five trash sorting categories: 

burnable, unburnable, cans and bottles, PET bottles, and 

newspapers.  Cans and bottles, PET bottles, and newspapers are 

collected for recycling.  I think that by putting this system into 

practice, we can protect our environment and also save natural 

resources.  Thus, sorting and recycling trash is an effective way 

we can adopt.  In this way, we can also improve our quality of life.

5

10

Task 1
● ここでは，記者が学校新聞の読者にゴミを減らすための提案を投げかけています。この記事を読んで，ど
の文が，Introduction, Body, そして Conclusionに該当する部分なのかを考え，Introductionにはアンダー
ラインを，Conclusionには二重のアンダーラインを引いてみましょう。そして，ゴミを減らすための提案
はどのようなものか，隣の人と話しあってみましょう。

3 文章を書くときに役立つ表現
● 次のような表現を効果的に使うと，文と文につながりができ，より豊かで読者にとっても分かりやすい文
章になります。

意見を
述べる

I think that ～. ／ I believe that ～. ／ I suppose that ～. ／ in my opinion ／ 
in fact ／ in general

例を示す for example ／ for instance ／ such as ～ ／ like ～ ／
One such example is ～.

列挙する first(ly) ／ second(ly) ／ lastly ／ finally ／ first of all ／ to begin with ／ 
The most common reason ～ is ... . ／ The second most common reason is ～.

理由・結果
を述べる

That is because ～. ／ One reason is that ～. ／ Another reason is that ～. 
／ That is why ～. ／ for these reasons ／ thus ／ therefore ／ in brief

15

20

25
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　SKILL 5　　Writing a Paragraph

4 英文を書くときのルール（Punctuation）
　英文を書くときのルールについて復習しましょう。

　  ，　 コンマ  
 .　 ピリオド  

 ?　 クエスションマーク  
 -　 ハイフン  

 ʼ　 アポストロフィ  
 イタリック体   

　  !　 エクスクラメーションマーク 
 
 :　 コロン  

 ;　 セミコロン  
 “  ”　 ダブルクオーテーションマーク  

　On a clear, warm day in July, 1982, Larry Walters sat down in an ordinary lawn 

chair outside his home near Los Angeles, California.  His crew had tied 43 

weather balloons, which were filled with gas, to his chair.  Mr. Walters planned on 

floating into the sky over his home.  He had just a few items with him:  a BB gun, 

a CB radio, and powerful eye-glasses.

 

　“Cut one rope!” Larry ordered his crew.  After it was cut, the other ropes 

suddenly came out of the ground with a loud noise.  Everyone was in for a shock:  

Larry disappeared quickly into the sky.  Within 20 minutes, two airline pilots saw 

Larry.  He was five kilometers off the ground; moreover, he was still climbing 

higher.  Using his gun, Larry shot his balloons, one by one.  Eventually, his chair 

came down into some electric wires, causing a blackout over a large area.

 

　Did Larry become famous?  After he was caught and fined by police officers, 

his story was in important newspapers such as the New York Times.  Soon after 

that, this high-flying voyageur appeared on many TV programs.  From the age of 

13, he had hoped to fly.  Larryʼs childhood dream had come true, and in a 

homemade aircraft!

5

10

15

20

コンマを使って並列する。

挿入句を区切る。
ハイフンで 2つ
の語をつなぐ。

ハイフンで 2つ
の語をつなぐ。

アポストロフィと sを用いて所属・
所有していることを表している。

せりふであることを示している。

年月は「月，年」，地名は
「市名，州（県）名」の順で書く。

前置詞句を冒頭に置く場合，
コンマで文を区切る。

3語以上を列挙する場合，
最後の語に続く接続詞の
前にコンマを用いる。

書名や映画のタイトル，新聞の名
前には文字をイタリック体にする。

日本語をはじめとする英語以外
の言葉は，イタリック体にして
外来語であることを表す。

前置詞句を冒頭に置く場
合，コンマで文を区切る。

文末にはピリオドを用いる。

強い感情を表している。

疑問文の末尾にはクエスチョンマークを用いる。

Mr. (Mister) や Dr. (Doctor), Jr. 
(Junior) などのように，ピリオ
ドを用いて単語を省略する。

直前の内容の詳しい説明が続く。

接続副詞 (moreoverや thereforeなど)の前にセミコロンを用いて，前後の 2つの文をつなぐ。
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Model Passage　モデル文から学ぼう

The following school newspaper article introduces a new trash sorting 

system.

 Wednesday November 15, 2025 Special Edition

The Asahi Senior High School Times

Why Not Go Green?

　Have you seen the new guidelines for sorting trash? The 

new system includes the new category of “recyclable” in 

addition to “burnable” and “non-burnable.” PET bottles and 

A4-size or larger paper items can be recycled.  In this way, 

the amount of trash can be reduced effectively.  Regrettably, 

not many of us have been following the new guidelines, 

according to the Cleanup Operations Committee.  When you 

throw away trash, never fail to check whether it is recyclable.  

We strongly request that you take action to make a big 

difference in our school environment! 

 Comprehension  Fill in the blanks to complete the summary.

①　　　　  　　　 have recently been introduced with a new category, “②　　　　  　　　.” Students can 

now recycle ③　　　　  　　　 and paper items that are A4-size or larger.  However, most students have not 

been following the new ①　　　　  　　　.  Therefore, when they throw away ④　　　　  　　　, students 

are requested to check whether it is in fact ②　　　　  　　　.

Sounds　引用符（“ ”）の付いている重要な語句や対比されている語句はゆっくり，はっきりと発音しよう。

... includes the new category of “re
3

cy
3

cla
3

bl
3

e” in addition to “bu
3

rna
3

bl
3

e” and “no
3

n-bu
3

rna
3

bl
3

e.”

  FUNCTION 提案する  
Why not go green? （環境にやさしい行動をしてみませんか？）
We strongly request that you take action. （皆さんに行動をとるようお願いしたいと思います。）

  GRAMMAR 否　定  
Not many of us have been following the new guidelines. 
（私たちの多くがこの新しいゴミの分別法に従っていません。）
Never fail to check whether it is recyclable. 
 （ゴミがリサイクルできるかどうか必ずチェックしてください。）

EXPRESSIONS

category （種類）
regrettably

（残念なことに）
the Cleanup Operations 

Committee

（清掃美化委員会）
make a big difference

（大きな効果を上げる）

 

TRUE OR FALSE

1.（　　　　）

2.（　　　　）

3.（　　　　）

5
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GRAMMAR COMPASS
 P . 8 8

30

2022 MS 論理表現Ⅰ P065-P093 Part4.indd   85 2020/12/17   9:42

　
LESSO

N
 17　

　
 G

o
 G

re
e

n

87

Writing Output　書くことで表現

1. You are going to write a school newspaper article titled “To Reduce Trash.”  Answer the 

questions below.

The Main News Times

To Reduce Trash

　It is our responsibility to reduce trash today.  There are a lot of things we can do.

▶ What do you want the readers of your article to do?

▶ Why do you suggest they do that?

Thus, 　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　 is an effective way to reduce trash  

in our daily lives.  By doing so, we may also improve our quality of life.

2. Write about what suggestions you want to pass along to the readers of your article, referring to 

the following points. 

□読者に提案したい内容　　□現状や個人的な取り組みなどの具体例　　□提案に対する理由

3. Based on the notes and sentences you have written in 1 and 2, create a school newspaper 

article titled “To Reduce Trash.”

Give It a Shot　試してみよう

Listen to an explanation about an environmental problem and fill in the blanks below to make a 

summary.  The first letter of each word to be written is given.

　 ① G　　　　　　　 ② w　　　　　　　 is one of the biggest problems the world faces today.  The  

③ t　　　　　　　 of the earthʼs atmosphere has been ④ r　　　　　　　 because the ⑤ g　　　　　　　 

effect has caused serious changes in our environment, such as sea levels ⑥ r　　　　　　　, floods, and 

droughts.  The United Nations has been ⑦ d　　　　　　　 this problem and exploring possible solutions, 

but people all over the world should think about what they can do to stop ⑧ g　　　　　　 ⑨ w　 　　　　.

5

10

15
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Speaking and Writing Output　話すこと・書くことで表現

1. Listen to the following dialog, fill in the blanks below, and practice the dialog in pairs.

Kazuki : Which do you want to keep, a real dog or a robot dog?

Kay : I prefer a 　　　　　　 dog.

Kazuki :  You prefer a 　　　　　　 dog, I see.  What do you think is 

good about  　　　　　　 dogs?

Kay :  I think  　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 . 

Kazuki :  You said that  　　　　　　　　　　　　 　　　　 　　 ,  

but can you give me one example?

Kay : Sure!   　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 .

2. Have a dialog in pairs as Stefany and Anthony.

Name Side Positive aspects Reasons and examples

Stefany 

Real
dogs

 Real dogs are furry and can 
warm you.

 You wonʼt feel cold if you 
sleep with them in winter.

Anthony 

Robot
dogs

Robot dogs will live forever.
 You wonʼt be depressed 
over losing your pet.

3. Fill in the chart below about yourself.  Then have a dialog in 

pairs or groups and take notes about your partner(s).

Name Side Positive aspects Reasons and examples

you  

4. Make a presentation about your partner(s) using the information that you have gotten in 3.

相手が好む犬とその理由をまとめ，自分の意見との共通点や違いを話してみよう。
Kaito prefers a robot dog.  A robot dog doesnʼt bark or make any noise, so he thinks itʼs easy 

to keep in an apartment.  I like a real dog better , but I understand his point / opinion.  I have a 

dog in my apartment, and he sometimes gets too excited.  In that sense, a robot dog might

be a reasonable choice for a person living in an apartment.

15

例

5. Write about having a dog.  Follow the guidelines below.

① 飼いたいペットは本物の犬かロボットか　② その理由は何か　③ ペットとどんなことをしたいか

EXPRESSIONS

take care of + 名

（名の世話をする）

 

5

10

EXPRESSIONS

furry （毛でおおわれた）
be depressed over + 名

（名について落ち込む）

 

  FOR YOUR USE

expression（表情）
feeling（感情）
update + 名（名を更新する）
reboot + 名（名を再起動する）
reset+名（名をリセットする）
naughty（いたずらな）
obedient（忠実な）
fake（にせの）

 
FOR MORE USE
P . 9 5

20
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Discussion Techniques
S k i l l

3
ペアやグループで話し合うときは，相手の方を見て，意見をしっかりと聞き，それを尊重しながら，自分の意
見を述べるようにしましょう。

1 効果的な話し合いのための心がけ
以下の点に注意して，実りある話し合いになるよう心がけましょう。

● 一方的に考えや意見を話し過ぎない
● お互いに意見を述べるだけで終わらない
● 分かりやすい英語を使い，ゆっくりと話す

2 話し合いでの反応
相手の意見をしっかりと聞き，適切に反応すると，相手も話しやすくなり，議論が深まります。

あいづちを打つ

OK. ／ Yes. ／ Uh-huh. ／ I see. 

〈ほぼ全体あるいは一部表現を変えて繰り返す〉
A: I enjoyed the nice view there!
B: Yes, the view is fantastic, isnʼt it?
〈一部を繰り返す〉
A: You should visit the aquarium. 
B: Oh, the aquarium!  I have heard good things about it.

聞き返す 
Pardon? ／ Could [Can] you say that again? ／ Could [Can] you 
speak more slowly?

確認する What do you mean (by that)? ／ Could you give me an example? 

意見を求める How about you? ／ What do you think? 

感想を述べる Sounds interesting! ／ Sounds great! ／ Thatʼs a great idea!

同意・賛成する Exactly! ／ Thatʼs right. ／ Thatʼs true. ／ I agree with you. ／ 
Sounds perfect!

提案する If I were you, I would ～. ／ Why not ～ ? ／ I suggest (that) ～.

Respond to the following statements as indicated.

（次の発言に対して指示されたように応答しなさい。）
① A: How about jogging together on Sunday? （繰り返しと感想）

　 B: Oh, （　　　　　）?  Sounds （　　　　　）.

② A: I think we should avoid going there in the morning rush hour. （同意する）

　 B: Yeah, thatʼs （　　　　　）.

③ A: I think delicious food makes you happy. （聞き返す）

　 B: Could you （　　　　　） （　　　　　） （　　　　　）?
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　SKILL 3　　Discussion Techniques

● 下の対話は，Lesson 10の Places Bobʼs Father Should Visitに関連したディスカッションの例です。左ペ
ージで学んだ内容が実際にどのように使われているか確認してみましょう。

Task 1

Bobʼs father will visit Japan soon.  Bob, Miho, and Kazuki are talking about 

places he should visit during his short stay there.  Read the dialog and choose 

the correct expression from the box below.

Bob: My dad arrives in Tokyo next week.  I still havenʼt decided where to take 

him.  He has just a few days in Japan.

Miho: Only a few days ....  Well, （①　　　　　）, Iʼd take him to Ueno Park.  

There are lots of museums within walking distance.  For example, he can 

learn about Japanese history, art, and technology in a few hours.  （②　　　
　　）, Kazuki?

Kazuki: （③　　　　　） with you.  Ueno Park is *quite a good place for him to 

start his trip to Japan.  If he goes there, he can also try good Japanese food 

in Asakusa.  Itʼs not far away.

Bob: Thatʼs （④　　　　　）.  Well, you both made very good suggestions.  

Actually, we have a lot of Japanese decorations in our home, such as 

paintings and drawings.  Also, *heʼs into Japanese food, especially, sushi 

and tempura.

Miho: Do you think he would also be interested in spending some time at a 

traditional hot spring?

Bob: A （⑤　　　　　）! Thatʼs a great idea, Miho.  Iʼm sure heʼll love the 

experience.

Kazuki: Oh, I totally forgot about that.  I heard there is a hot spring hotel set up in 

the Edo style with an outdoor bath in Tokyo.  The two of you could go and 

spend a relaxing night there.  Thatʼll be a great experience for *you guys.

Bob: （⑥　　　　　）!  Visiting museums, tasting Japanese food, and resting in a 

hot spring will be an exciting way for my dad to spend his first day in Japan.

Miho: The two of you are going to have a great time!

*quite a + 名　かなりの名　　be into + 名　名にはまっている　　you guys　君たち

⒜ Sounds perfect　　　　  　⒝ true　　　　  　⒞ if I were you

⒟What do you think　　　　⒠ I agree　　　　⒡ hot spring　 

Task 2 Listen to the dialog and check your answers.

Task 3 Form a group of three and read the conversation above.  Be sure to 

convey your emotions appropriately.
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Debate
S k i l l

4
Lesson 11の内容をもとに，２人対２人の簡易ディベートを行いましょう。

Proposition： Summer is better than winter.

1 準　備
● ２人対２人の簡易ディベートは下記の流れで行います。

①

The Affirmative Constructive Speech
Today we will tell you why summer is better 
than winter.  We have two reasons.  First, ～ 
because ...

まずは肯定側のチームから，意見と理由を述べて
主張します。

Lesson 11, Lesson 12

The Negative Constructive Speech
否定側のチームも同じように主張します。

Lesson 11, Lesson 12

準備時間　2分

②

The Negative Attack
 They said that ～ , but ...

否定側のチームから，肯定側の発言の不備を突い
て反論します。

Lesson 13

The Affirmative Attack 
肯定側のチームも同じように反論します。

Lesson 13

準備時間　2分

③
The Affirmative Defense

肯定側のチームから，自分たちの論を防御（相手
側の反論に対して，自分たちの論の正しさを主
張）します。

The Negative Defense 否定側のチームも同じように防御します。

①の準備 － 両方の立場の理由を考える
　 まず両方の理由をたくさん考えて，下の表に書きましょう。自分の立場の理由だけではなく，反対の立場
の理由も考えておくと，反論するときに役立ちます。

Affirmative Side
の理由

１．

２．

３．

Negative Side
の理由

１．

２．

３．
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　SKILL 4　　Debate

②の準備 － 両方の立場への反論を考える
　 ①で書いた理由に対する反論を考えましょう。相手チームが実際に何を言うかはまだわかりませんが，想
定をしておくことで反論しやすくなります。下記の観点を参考にしてください。

Affirmative Side
への反論

１．

２．

３．

Negative Side
への反論

１．

２．

３．

観点
真実でない　Thatʼs not true because ～.　（真実でない点を指摘）
　　　　　　Thatʼs not always true because ～.　（真実でない場合を指摘）
該当しない　Thatʼs not the case here because ～.　（この場合には当てはまらないことを指摘）
　　　　　　 Thatʼs not the case with us because ～.　（私たちにはあてはまらないことを指摘）
真実だが…　Thatʼs true but not important because ～.　（重要ではないことを指摘）
　　　　　　Thatʼs easy to solve because ～.　（解決可能なので問題ではないことを指摘）

ディベートの際の表現
① Constructive Speech　　主張→理由または具体例　という流れで言いましょう。
　　I believe that ～ because ... . 　/　I think that ～, for example ... .

　　In my opinion, ～.　/　I donʼt think ～.

② Attack　　 相手のスピーチに対して反論します。相手の主張にどのような不備があるかを述べ
てから反論しましょう。

　　A said ～, but ... .　/　I think Aʼs idea that ～ is interesting, but ... .

　　A made a good point about ～, but ... .　　
　　上の【観点】で例として挙げた表現も使えます。
　　A said ～, but thatʼs not true because ... .

　　According to Aʼs argument, ～, but thatʼs easy to solve because ... .

③ Defense　　相手が言った反論の要点を述べたうえで，防御します。
　　The negative team said that our point is not always true because ～, however most of us are ... .

　　 The affirmative team attacked our second point: the beauty of snow.  They said we can look at 

a picture of snow, but itʼs not enough.  This is because people cannot feel or smell snow in a 

picture.  Real experience is more important.
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　SKILL 4　　Debate

2 実際にディベートしてみよう
　 ディベート中は，相手が言ったことの要点をメモしておきましょう。ディベートにおいて，簡潔にメモを
することは重要なスキルです。メモは単語または短い文章で書いておき，準備時間に作戦を練るときに利
用します。Attackや Defenseの際は，このメモを見ながら話しましょう。

流れ Note

①

The Affirmative 

Constructive Speech

肯定側が意見と理由を述べ
て主張

The Negative 

Constructive Speech

否定側が意見と理由を述べ
て主張

準備時間　2分

②

The Negative Attack

否定側が反論

The Affirmative Attack 

肯定側が反論

準備時間　2分

③

The Affirmative 

Defense

肯定側が防御

The Negative Defense

否定側が防御
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A Real Dog or a  
Robot Dog?12
□ ペットとテクノロジーについて話してみよう　　□ 引用する表現を身につけよう
□ 助動詞について学ぼう

Word and Expression Input　単語と表現に触れる

1. How do you say the following actions in English? Choose an item from the answer box below 

the pictures.

 1  （ ）  2  （ ）  3  （ ）  4  （ ）

 5  （ ）  6  （ ）  7  （ ）  8  （ ） tricks

bark　/　bite　/　charge　/　cuddle

grow　/　feed　/　do　/　walk

2. Listen to a dialog between Julia and Ichiro, then fill in blank  a  in the conversation below.  After 

that, listen to two more conversations and answer questions  b  and  c .

Julia :  Ichiro, do you have a dog?

Ichiro : 
 Yes, I do.

 No, I don’t. 

Julia :
 You do? What do you usually do with the dog?

 You don’t?  If you get a dog, what are you going to  

do with it?

Ichiro : I 　　　　　  　 her twice a day.

     To 　　　  　　 the dog. b  

     To 　　　  　　 the dog. c  

3. Have a dialog in pairs about having a dog.

  WORD BANK  
We feel ... □ relaxed　　□ happy　　□ cheerful　　□ depressed
They are ... □ cute　　□ intelligent　　□ sociable　　□ energetic
They ...  □ play outdoors　　□ wag their tails　　□ get old　　□ obey commands

Check!

5

10

EXPRESSIONS

have a dog（犬を飼う）

 

15

 a  

20
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Model Dialog　モデル対話から学ぼう

Kay :  Dad, can we get a dog? 

Kay’s Dad :  You want a dog, Kay? I don’t know.

Kay :  Why not? Our family will be happier with a dog.

Kay’s Dad :  You’re right, but who will be in charge? You can’t 

count on us.  Your mom and I are super busy.  

The dog might be lonely at home.

Kay :  Well, I heard that pets reduce our stress.  Also, it 

is said that people with pets stay fit.

Kay’s Dad :  That could be true.  How about buying a robot 

dog? You don’t have to feed it.  I read they are 

very smart, with AI.  They learn by themselves.  

It’s called ‘deep learning’, right? 

Kay :  Dad, I want a living animal, not a machine! I want 

to run with the dog and sleep together. 

Kay’s Dad :  OK, your mom and I will talk about it.

 Comprehension  Fill in the blanks to make a correct summary

Kay tells her father that she wants ①　　　　　　 a dog.  She thinks a dog will ②　　　　　　 their stress 

and keep them fit.  Her father says they are too ③　　　　　　 to look after a dog.  Instead, he thinks a  

④　　　　　　 dog will be better.

Sounds　強調したい語はゆっくり，はっきりと発音しよう。

How about bu
3

yi
3

ng a
3

 ro
3

bo
3

t do
3

g?　　　Dad, I want a
3

 li
3

vi
3

ng a
3

ni
3

ma
3

l, no
3

t a
3

 ma
3

chi
3

ne!

  FUNCTION 引用する  
I heard that pets reduce our stress. （ペットはストレスを軽減するって聞いたの。）
It is said that people with pets stay fit. （ペットを飼っている人は健康でいるそうよ。）

  GRAMMAR 助動詞  
The dog might be lonely at home. （その犬は家で寂しいかもよ。）
That could be true. （それは事実かもしれないね。）
You don’t have to feed the dog. （えさをやる必要が無い。）

EXPRESSIONS

be in charge（担当する）
count on + 名（名を頼る）
reduce + 名（名を減らす）
stay fit（健康を維持する）
feed + 名

（名に食事を与える）

TRUE OR FALSE

1.（　　　　）

2.（　　　　）

3.（　　　　）
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トピックに関連した単語や表現をインプットし，モデルダイアログをしっかりと学んだ上
で次ページの活動に臨みます。

活動では「話す」→「書く」の流れを意識した順番になっています。「話す」「書く」に取
り組みながら，様々な書式に適した書き方や語彙や表現をインテイクしていきます。

まずトピックについて自分なりに考え，ペアやグループで議論します。そこで他者の考え
に触れる中で自分の考えを深めていき，その後まとまった考えや意見を書いてアウトプッ
トするものとなります。

Skill でライティングのテクニックを学び，ここまでに身につけた知識・技能も活かして，
本格的なライティング活動に挑戦します。

Point 1

Point 2

Point 3

Point 4

語彙や表現，モデルのインプット

モデルをベースにペアワークに取り組み，
アウトプットしながら，語彙や表現をイン
テイク

Skill の解説を足掛かりにライティングに挑戦

Writing

Discussion & Debate

内容紹介

トピックに関連した単語や表現をインプットし，モデルダイアログをしっかりと学んだ上
で次ページの活動に臨みます。

トピックについてペアでロールプレイをしながら，語彙や表現，会話の「型」をインテイ
クしていきます。その後ペアやグループでディスカッションやディベートを想定した会話
をし，表にお互いの情報を表に記入します。最後に自分が活動をしたパートナーの意見
や考えについて発表します。

Skill でディスカッションやディベートのテクニックを学び，ここまでに身につけた知識・
技能も活かして，本格的なディスカッションやディベートに挑戦します。

Point 1

Point 2

Point 3

語彙や表現，モデルのインプット モデルをベースにペアワーク
に取り組み，語彙や表現をイ
ンテイク＆アウトプット

Skill の解説を足掛かりにディスカッションやディベートに挑戦！
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教科書関連教材

各 Partの終わりにある，Skillの解説については指導のポイントや活動の例などを示しながら生徒が
主体的に活動に取り組めるようなサポートを充実させました。

Skill 解説

教師用指導書（ Teacher’s Manual ） 276頁（予）

生徒の主体的な活動を後押しする一冊。

Teacher ’s  Book
スクリプトや解答が一目で分かる授業必携の1冊！

学校用音声 CD のスクリプトや教科書の設問の解答
例を本文と合わせてみることができる1 冊です。
板書の際にも、リスニング指導の際にも役立つ内容と
なっており、授業をサポートします。

プレゼンテーションについて指導
する際のポイントを簡潔にまとめ
ています。指導案の作成時などに
役立ちます。

プレゼンテーションに取り組む
際に内容面で留意することなど
をまとめました。使える表現集
も併せて掲載しています。

プレゼンテーションにおいて姿
勢やジェスチャー，話し方など
意識したい事項をまとめました。

紙面はSkill 2 : Presentation
のものとなります。

リスニング問題については解答だけでなく
スクリプトも全文掲出しているため、リス
ニング指導の際に役立ちます。

学校用音声CDのトラック番号も記載
したため、連動してお使いいただけます。

QR コード音声

教科書関連音声教材

■ QR 画面サンプル
POINT.1

POINT.3 POINT.4

POINT.2

指導が難しいリスニングも，学校用音声 CD を活用することによって，効率よく学習を進めることができます。

学校用・生徒用音声 CD
リスニング対策に，豊富な音声を収録！

学校用音声 CD 収録内容 生徒用音声CD
収録内容

（予定）
（予定）

いつでもどこでも教科書の音声が聞ける！
教科書内の QR コードから音声視聴が可能です。WORD BANK，Model文，Sounds の音声が聞ける。

Model文はスピード調整
が可能（0.5 － 1.5 倍）

一文単位間の間隔調整も可
能です（0 秒－ 10 秒）

単語や熟語はフラッシュカード仕様で，
日／英表示の切替なども可能。 

自然な発音に近づくための解説
を見ながら音読練習ができる。

各レッスン
WORD BANK
Model Dialog
Sounds　など

Part 1
Warm Up
Model Dialog
True or False
Sounds

Part 2, 3
Word and Expression Input
WORD BANK
Model Dialog
True or False
Comprehension
Sounds

Part 4
Word and Expression Input
WORD BANK
Model Passage
True or False
Comprehension
Sounds

Speaking and Writing Output
Give It a Shot

Speaking Output
Writing Output
Give It a Shot

各 Partの終わりにある，Skillの解説については指導のポイントや活動の例などを示しながら生徒が
主体的に活動に取り組めるようなサポートを充実させました。

Skill 解説

教師用指導書（ Teacher’s Manual ） 276頁（予）

生徒の主体的な活動を後押しする一冊。

Teacher ’s  Book
スクリプトや解答が一目で分かる授業必携の1冊！

学校用音声 CD のスクリプトや教科書の設問の解答
例を本文と合わせてみることができる1 冊です。
板書の際にも、リスニング指導の際にも役立つ内容と
なっており、授業をサポートします。

プレゼンテーションについて指導
する際のポイントを簡潔にまとめ
ています。指導案の作成時などに
役立ちます。

プレゼンテーションに取り組む
際に内容面で留意することなど
をまとめました。使える表現集
も併せて掲載しています。

プレゼンテーションにおいて姿
勢やジェスチャー，話し方など
意識したい事項をまとめました。

紙面はSkill 2 : Presentation
のものとなります。

リスニング問題については解答だけでなく
スクリプトも全文掲出しているため、リス
ニング指導の際に役立ちます。

学校用音声CDのトラック番号も記載
したため、連動してお使いいただけます。

QR コード音声

教科書関連音声教材

■ QR 画面サンプル
POINT.1

POINT.3 POINT.4

POINT.2

指導が難しいリスニングも，学校用音声 CD を活用することによって，効率よく学習を進めることができます。

学校用・生徒用音声 CD
リスニング対策に，豊富な音声を収録！

学校用音声 CD 収録内容 生徒用音声CD
収録内容

（予定）
（予定）

いつでもどこでも教科書の音声が聞ける！
教科書内の QR コードから音声視聴が可能です。WORD BANK，Model文，Sounds の音声が聞ける。

Model文はスピード調整
が可能（0.5 － 1.5 倍）

一文単位間の間隔調整も可
能です（0 秒－ 10 秒）

単語や熟語はフラッシュカード仕様で，
日／英表示の切替なども可能。 

自然な発音に近づくための解説
を見ながら音読練習ができる。

各レッスン
WORD BANK
Model Dialog
Sounds　など

Part 1
Warm Up
Model Dialog
True or False
Sounds

Part 2, 3
Word and Expression Input
WORD BANK
Model Dialog
True or False
Comprehension
Sounds

Part 4
Word and Expression Input
WORD BANK
Model Passage
True or False
Comprehension
Sounds

Speaking and Writing Output
Give It a Shot

Speaking Output
Writing Output
Give It a Shot
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Speaking and Writing Output　話すこと・書くことで表現

1. Listen to the following dialog, fill in the blanks below, and practice the dialog in pairs. 
（次の対話を聞いて空所を埋め，ペアで対話の練習をしなさい。）

Kazuki :  For the next festival, what would you like to do together as a 

class?

Kay :  I’m interested in 　　　　　　　　　　　　 .  

Kazuki :  　　　　　　　　　　　　 ?  That sounds fun. Exactly what 

would you like to do?

Kay :   .

Kazuki : Good for you! I hope it will be a good experience.

2. Have a dialog in pairs as Stefany and Anthony. 
（Stefanyと Anthonyになりきって，ペアで対話の練習をしなさい。） 

Name Plan for the next festival Role in the activity

Stefany

dance performance choosing costume

Anthony

art exhibition making posters

3. Fill in the chart below about yourself.　Then have a dialog in pairs or groups and take notes 

about your partner(s). （自分のことについて表を埋めなさい。その後ペアで対話し，相手のことをメモしなさい。）

Name Plan for the next festival Role in the activity

You

4. Make a presentation about your partner(s) using the information you have gotten in 3. 
（3で得られた情報をもとに，相手のことを発表しなさい。）

相手が文化祭でやりたい活動と役割を発表したら，感想や相手を応援する言葉で締めくくろう。
Kenta is interested in putting on a play with his classmates.  If he does this, he would like to 

be in charge of decorating the stage.  I’m sure his design will be cool, so I’m looking forward 

to seeing the play.

例

20

5. Write about an activity you would like to try for your next school festival.  Follow the guidelines 

below. （下のガイドラインにしたがって，次の文化祭であなたが取り組みたい活動について，英文を書きなさい。）

① 選んだ理由を述べる　　② 自分はどんな役割をするか述べる　　③ 何を期待しているか述べる

EXPRESSIONS

stage set （舞台装置）
Good for you !

（それはいいね！）

 

5

10

  FOR YOUR USE

perform a comedy skit

（コントをする）

FOR MORE USE
P . 9 5

15

Workbook

本文と関連するトピックのリスニング問題

B5 判　104頁 書き込み活動ノート B5 判　56頁

活動時に「使える」文法の幅を広げる！ 表現集と書き込みスペースが一体化した，活動での必携ノート！
教科書の内容に準拠しつつも，もっと多くのリスニング問題や文法問題を扱いたいという要望に応える1冊になっ
ています。身につけた文法事項をディスカッションやディベートの中で使えるようになるという形で，授業にも
その効果が還元されていきます。

教科書のSpeaking and Writing Output, GRAMMAR COMPASSの活動型問題, Skillに対
応しています。教科書よりも広いスペースを設けているため，空欄や表に書き込みな
がら，ペアワークやライティング活動に取り組むことができます。

教科書に掲載している解説に加えて，必要な文法
解説をプラスして掲載しています。より丁寧に，
より詳しく文法を学ぶのに最適です。

解説以外は練習問題を豊富に掲載してますので，
学んだ文法項目を徹底的に練習することが可能な
構成となっています。

QRコードを読み取ると，そ
のレッスンで取り上げている
文法項目の解説が表示されま
す。質の高い例文と分かりや
すい解説で学習をサポートし
ます。

教科書に関連するトピックで，大学入学共通テ
ストなどの図や表を使ったリスニング問題を扱
っています。本文に関連した別の素材に触れさ
せることで，インプット面にも磨きをかけます。
また，リスニング音声は，QR コードを読み取る
ことで再生できます。

教科書

Skillのページも広く書
き込めるスペースを設
けています。

教科書と同じ内容なので，
このノート一冊で活動がで
きます。

別冊表現集は，各レッスンにおいて，
必要な英語での表現や英単語が掲載さ
れているので，活動時に大変役に立つ
一冊です。

教科書と同じ内容なので，
このノート一冊で活動がで
きます。

ライティング活動もステップを踏
んで，無理なくできるような設問
を設けています。

数字とマーカーは
別冊表現集に対応
しています。
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Speaking and Writing Output　話すこと・書くことで表現

1. Listen to the following dialog, fill in the blanks below, and practice the dialog in pairs. 
（次の対話を聞いて空所を埋め，ペアで対話の練習をしなさい。）

Kazuki :  For the next festival, what would you like to do together as a 

class?

Kay :  I’m interested in 　　　　　　　　　　　　 .  

Kazuki :  　　　　　　　　　　　　 ?  That sounds fun. Exactly what 

would you like to do?

Kay :   .

Kazuki : Good for you! I hope it will be a good experience.

2. Have a dialog in pairs as Stefany and Anthony. 
（Stefanyと Anthonyになりきって，ペアで対話の練習をしなさい。） 

Name Plan for the next festival Role in the activity

Stefany

dance performance choosing costume

Anthony

art exhibition making posters

3. Fill in the chart below about yourself.　Then have a dialog in pairs or groups and take notes 

about your partner(s). （自分のことについて表を埋めなさい。その後ペアで対話し，相手のことをメモしなさい。）

Name Plan for the next festival Role in the activity

You

4. Make a presentation about your partner(s) using the information you have gotten in 3. 
（3で得られた情報をもとに，相手のことを発表しなさい。）

相手が文化祭でやりたい活動と役割を発表したら，感想や相手を応援する言葉で締めくくろう。
Kenta is interested in putting on a play with his classmates.  If he does this, he would like to 

be in charge of decorating the stage.  I’m sure his design will be cool, so I’m looking forward 

to seeing the play.

例

20

5. Write about an activity you would like to try for your next school festival.  Follow the guidelines 

below. （下のガイドラインにしたがって，次の文化祭であなたが取り組みたい活動について，英文を書きなさい。）

① 選んだ理由を述べる　　② 自分はどんな役割をするか述べる　　③ 何を期待しているか述べる

EXPRESSIONS

stage set （舞台装置）
Good for you !

（それはいいね！）

 

5

10

  FOR YOUR USE

perform a comedy skit

（コントをする）

FOR MORE USE
P . 9 5

15

Workbook

本文と関連するトピックのリスニング問題

B5 判　104頁 書き込み活動ノート B5 判　56頁

活動時に「使える」文法の幅を広げる！ 表現集と書き込みスペースが一体化した，活動での必携ノート！
教科書の内容に準拠しつつも，もっと多くのリスニング問題や文法問題を扱いたいという要望に応える1冊になっ
ています。身につけた文法事項をディスカッションやディベートの中で使えるようになるという形で，授業にも
その効果が還元されていきます。

教科書のSpeaking and Writing Output, GRAMMAR COMPASSの活動型問題, Skillに対
応しています。教科書よりも広いスペースを設けているため，空欄や表に書き込みな
がら，ペアワークやライティング活動に取り組むことができます。

教科書に掲載している解説に加えて，必要な文法
解説をプラスして掲載しています。より丁寧に，
より詳しく文法を学ぶのに最適です。

解説以外は練習問題を豊富に掲載してますので，
学んだ文法項目を徹底的に練習することが可能な
構成となっています。

QRコードを読み取ると，そ
のレッスンで取り上げている
文法項目の解説が表示されま
す。質の高い例文と分かりや
すい解説で学習をサポートし
ます。

教科書に関連するトピックで，大学入学共通テ
ストなどの図や表を使ったリスニング問題を扱
っています。本文に関連した別の素材に触れさ
せることで，インプット面にも磨きをかけます。
また，リスニング音声は，QR コードを読み取る
ことで再生できます。

教科書

Skillのページも広く書
き込めるスペースを設
けています。

教科書と同じ内容なので，
このノート一冊で活動がで
きます。

別冊表現集は，各レッスンにおいて，
必要な英語での表現や英単語が掲載さ
れているので，活動時に大変役に立つ
一冊です。

教科書と同じ内容なので，
このノート一冊で活動がで
きます。

ライティング活動もステップを踏
んで，無理なくできるような設問
を設けています。

数字とマーカーは
別冊表現集に対応
しています。
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■文法書データ
各英文法の詳しい解説書の pdf データ。

データ ROM 紹介
指 導 書 付 属 R O M

充実したデータが
授業をしっかりサポート。

■題材背景資料集

■本文・訳例

■単語・連語リスト

■音声 CD スクリプト

■ Can-do リスト

■授業計画案 / 観点別評価規準案

■教科書画像データ

■指導用 Power Point
本文内容に関連した背景知識をまとめた資料データ。

教科書本文とその訳例のテキストデータ。

単語・連語データ（訳例・英語の定義付）。

教科書本文以外で音読されているスクリプト。

英文やその他の素材で「何ができるようになるか」
を記したリスト。

教科書の年間計画と各
レッスンの指導計画案，
観点別評価規準案。

教科書内の写真やイラストの画像データ。

フラッシュカード／一文／全文／設問・解答の種類
に分けて授業中に活用できるスライドを収録。音声
データも適宜収録。

◀フラッシュカード

◀全文（全文読み）

設問・解答▶

観点別評価規準案▶

授業サポート

その他サポート

■確認テスト ■補充文法問題集

■リスニングシート ■ディクテーションシート

各レッスンの語彙・表現・文法事項に関する問題。 各 Lessonで扱われた文法事項の設問。

本文内容に関連したリスニング問題に取り組むため
のシート。

本文を穴埋め形式にしたディクテーションシート用
シート。

テスト

シート

■書き込み活動ノート文字データ

■ワークブック文字データ

■解答一覧

本文内容をテキストデータで収録。

本文内容をテキストデータで収録。

教科書の設問に対する解答一覧データ。

共通テストや検定試験
などの出題形式を踏襲
しつつ、トピックは教科
書とリンクしているので、
授業の中でリスニング対
策を充実させることがで
きます。
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確認テスト（A）

確認テスト（B）

確認テストには (A) 標準，(B) 発展の 2

種類がございます。（A）の 1ページ目

では、標準レベルの語彙・表現・文法

事項に関する問題を，2ページ目で語彙・

表現・文法を組み合わせた総合問題に

取り組みます。

（B）の 1ページ目では、発展レベ

ルの語彙・表現・文法事項に関す

る問題を，2ページ目で語彙・表現・

文法を組み合わせた総合問題に取

り組みます。

リスニングシート

教科書の内容に準拠したリスニン

グ問題を収録。外部試験や共通テ

スト対策用として，また定期テス

トの素材としても利用できます。

35
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補充文法問題集（A）

補充文法問題集（B）

各 Lesson で扱われた文法事項の設問をご用意

しました。より多くの文法問題に取り組ませ

たい場合にご活用いただけます。

（B）の問題では、(A) よりも難易

度が高い問題を収録しました。必

要に応じて使い分けも可能です。

37

ディクテーションシート

モデル文のディクテーションに取り組め

るワークシートを収録しました。リスニ

ングの練習にも最適です。

4140
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書き込み活動ノート文字データ

教科書に準拠した活動ノートのテキストデータ

を収録しました。このままワークシートとして

も活用することができます。

38

Workbook文字データ

ワークブックのテキストデータです。このまま

活用することはもちろん、テスト作成の際にも

役立ちます。

文法書データ

高校で習う英文法の詳しい解説書のpdf

データを収録しています。

4342
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教科書画像データ

教科書で使用されているイラストや画像のファ

イルをご用意しました。プリントやテスト作成

の折にご利用いただけます。

40

題材背景資料集

教科書で扱ったトピックについての背景知識を

補完できる生徒用の資料集を収録しています。

活動の前のインプットにも活用できます。

4544
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本文・訳例

音声CDスクリプト

教科書の Model Dialog・Model 

Passage の英文とその訳例のテキ

ストデータが収録されています。

学校用音声 CD に収録されている

音声のテキストデータを収録しま

した。

43

単語・連語リスト

単語リスト

連語リスト

教科書に掲載されている単語と連

語のリストを Excel ファイルで収

録しました。

4746
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指導用 Power Point

Word&Expression

Model Dialog / Passage

モデル文を掲載したスライドです。音声を聞け

るだけでなく、重要な単語や表現を強調するこ

ともできるので、音読指導に活用できます。

Power Point 上でカードをめくっ

て使えます。

45

指導用 Power Point

設問

教科書の設問の音声を聞いたり、

解答を表示させたりできます。

デジタル教科書のように、設問の

答え合わせの際にも活用できます。

4948
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授業計画案

授業計画案をテキストデータで収

録しました。多様な授業展開を想

定し、複数の授業案を収録してい

ます。

観点別評価規準案

観点別評価規準案をテキストデータで収録しました。

4技能 5領域の学習目標を Part やタスクごとに、3つ

の観点でまとめました。

47

Can-do リスト

解答一覧

教科書に掲載されている設問の解答をテキスト

データで収録しました。一部設問の解答例も収

録しましたので、ご活用ください。
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増進堂の検定教科書「MAINSTREAM English Logic and Expression Ⅰ」の
内容に準拠しているため，無理なく毎日の授業や家庭学習でお使いいただけ
ます。

教科書本文のネイティブスピーカーによる音読音声を収録しています。お手本
の音声をインプットし，それに近づけるように音読練習をすることで英語の発
音の精度が向上します。

AI を使ったデジタル教材と聞くと，扱いが難しそうに思えますが、ワンタッチで
発音の信頼度を測定できます。また，その場ですぐに評価を表示してくれます。

AI による発音の評価は，文単位や単語単位で表示されますので，生徒は自分
の発音の弱点をピンポイントで把握することができます。

1 年間契約で生徒 1 人あたり年額 1,200 円 ( 税別 ) という低価格でご利用い
ただけます。

生徒の学習成果 ( 音声や発音の信頼度 ) を教師用管理アカウントから確認す
ることで，成績管理も行えます。また，PDF で生徒自身が自分のログを提出
することも可能です。

トレパ本来の機能である教材の作成・編集機能も，お使いいただけます。
生徒のレベルに合わせてオリジナルの 4 技能教材を作ることができます。

先生が普段使用
している教材で
も使用可能！

AI を使った４技能学習支援ツール

festa! はデジタル・ナレッジの AI による学習支援ツールトレパに教科書と連動したコンテンツを搭
載した PC やタブレット、スマートフォンで利用できる英語の 4 技能学習サポート教材です。
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音読課題を体験できるサンプルに
下記の QR コードからアクセスでき
ます。
※サンプル版は MSLE 1 のものです。

Sounds & FUNCTION & GRAMMAR

Writing Output

・Words and Expression Input
・Model Dialog / Passage
・Sounds & FUNCTION & GRAMMAR

・Practice
・Speaking Output
・Writing Output

MAINSTREAM  English Logic and Expression Ⅰ

MAINSTREAM English Logic and Expression Ⅰ
版には、教科書と連動した合計 93 のタスクが収
録されています。音読やペアワーク , ライティング
など 6 種類の教材がバランスよく各レッスンに配置
されています。

Model Dialog を使って、ロールプレイに疑似的に取り組める音
読タスクです。音声は、表示されているテキスト上で赤色になっ
ているパートが音のない状態なので、そこを生徒が音読します。
イヤホンまたはヘッドホンが必要になりますが、基本的に赤色の
部分だけを AI に認識・評価させることも可能です。

本文中の重要な機能表現や文法表現を含む文、英語らしい発音
の仕方をする上でテクニックが求められる英文を集中的に音読
練習できます。繰り返し音読することで重要な表現がインテイク
されていきます。

★ festa! はブラウザ上でお使いいただけるサービスとなります。動作環境は以下の表をご参照ください。

★契約は 30 アカウントからで，契約期間は 1 年単位となります。
( 契約開始が 2022 年 4 月 1 日であれば、2023 年 3 月末日まで）

★フィルタリングサービス等が適用されている端末ではお使いいただけない
場合がございます。予めご確認をお願いいたします。

★トレパは英語 4 技能学習をサポートする株式会社デジタル・ナレッジの製
品です。トレパ Ⓡ のシステムの詳細につきましてはこちらのサイト (torepa.jp)
をご参照ください。

質問文に自分の立場で自由に解答するタスクです。
活動時に自分が発信する内容を質問に回答しながらブレインス
トーミングすることができます。
自分の意見や考えが整理できたら、活動に臨みましょう。

Model Dialog / Passage

プレゼンテーションやスピーチを授業で行う場合，1 人で練習していても自分が正しく発音できている
かどうかはなかなか判断できません。
そこで festa!（トレパ）のシステム上に、生徒が書いた原稿を貼りつけると、AI の自動音声によるお
手本の試聴と，自分で発話した英文の評価が可能な教材を簡単に作成できます。

エディター機能の権限を生徒のアカウントに付与して，生徒自身が自分のスクリプトを基に上記のよう
な教材を作成することも可能です。

自作の教材を作成しよう！  ～プレゼンテーション・スピーチ～

festa! に貼り付けます

原稿のテキストデータを用意します

お手本の音声を
聴けます

録音 評価表示

5554
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Key Text の音声とその並べ替え問題を収録しました。

教科書中の活動に取り組む前に，AI と会話しながら自分の意味や考えを整理する
ことができます。

あなたの解答に応じて，AI が
質問をしていきますので，そ
れにどんどん解答していきま
す！

チャット感覚で AI とやり取りを
しながら自分の考えを整理し，
活動に備えることができます！

タップして
録音！

AI との対話でこれからの英語力を身につける

AI と対話する形式で英語を学習するアプリ TerraTalk に , 教科書
に準拠したコンテンツを搭載しました。
活動へのモチベーションを家庭学習で養うことで、授業でのより
アクティブな英語活動を実現します !

■管理画面の使い方

 1 ．課題を出す

 3 ．個別の学習履歴をチェック

 2 ．全体の提出状況をチェック

 4 ．提出内容をチェック

・料金は　基本料金 10,000 円（税別）月額／学校
　　　　　　　　　　　＋
　　　　MAINSTREAM コンテンツ使用料　200 円（税別）月額／生徒

・MAINSTREAM English Logic and Expression Ⅰコンテンツのサンプル版ならびに学年単位での 3ヵ月の無料トライアル版を
ご利用いただけます。ご希望される場合は，弊社まで直接お問い合わせください。

（例）
200 人で一括採用していただいた場合…
10,000 円÷ 200 人＋ 200 円
＝ 250 円（税別）月額／人

履修グループに課題を出します。レッスンを
選び，提出期限を設定しましょう

課題の提出状況を確認しましょう。

過去の学習履歴が記録されるので，成績を
つける際の参考にしていただけます。

一人ひとりの解答をテキストと音声で確認で
きます。

5756
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リピートーク

コトバンク株式会社が開発した英語の 4 技能
強化のための教員向けの音読指導アプリである
RepeaTalk に教科書コンテンツを搭載しました。
音読のトレーニングに取り組むことができ、それ
に対する AI の評価が算出され、さらに教員側か
らその添削をすることができます。

RepeaTalk

REPEATING

LISTENING

CHALLENGE

CHECK

PRACTICE

QUESTIONS

まずは，お手本の音声をリスニング。

次に，お手本の英文が読まれた後に，
同じ英文を音読をする「リピート読み」
にチャレンジ。

最後に本文の内容を自分の言葉で言い
かえるリテリングにチャレンジ。表示され
ている絵とキーワードを見ながら録音し
ます。
録音が終わったら収録した音声を提出し
ます。

教員用の管理画面で次のように生徒の
提出したデータを見ることができます。
生徒が発話した音声を聞いてコメントを
書いたり，合格判定を選択したりして，
生徒に添削結果を返却します。
返却すると，提出した生徒の画面に添削
結果が表示されるようになります。

料金を教えてください。

契約期間はありますか？

何人まで対応できますか？

AI の精度を知りたいです。

アプリの教材ですか？

申し込み方法を教えてください。

学校法人の場合，月額 600 円／ 1 ユーザー様 ( 年間契約時 ) となります。

無料トライアル後の本導入時は，3 ヶ月～のご契約となります。

特に利用人数に制限はございません。

Google の音声認識と同程度となります。

はい，アプリの教材になります。生徒にはタブレットにアプリをインストールしてもらい学習してもらいま
す。また，ブラウザからも使用することが可能です。

まずは，無料トライアル版をお申し込みください。増進堂にお電話いただく，または担当の営業の者に
連絡を取っていただけましたら無料のデモ用のアカウントを手配いたします。

・PC
　【OS】 Windows 7 以上 , Mac OS X 以上
　【ブラウザ】 Google Chrome 最新版
　【その他】マイク (PC 付属も可 )

・iOS
iPad アプリ，iPhone アプリ
(OS の最新バージョンに対応 )
※ ブラウザからはご利用いただけません

・ Android
Android アプリ
(OS の推奨バージョンは 8.0.0 以上 )
端末推奨 RAM( メモリ ) は 3GB 以上
※ ブラウザからはご利用いただけません

Q 1

Q 2

Q 3

Q 4

Q 5

Q 6

A

A

A

A

A

A

「リピート読み」以外にも「シャドーイン
グ」や「オーバーラッピング」など様々
な音読の練習を用意しましたので，納得
できるまで何度も練習することができま
す。

次 に「Comprehension Questions」 に
答えながら，本文の内容を整理していき
ます。

使い方（『FLEX English Communication Ⅰ』を例に）

Q&A

動作環境

1

2

5

6

3

4

5958

Digital



指導用デジタル教科書
Web 版

※ PC インストール版もございます。

（フリーライセンス）

指導用デジタル教科書

Web
初めて利用される方でも容易に使える操作性を重視しました。
Webブラウザ対応なので，PCでもiPadでも使用可能です。
ここでは , 主な機能をご紹介します。

本文や単語などをクリックすると，それぞれの画面へ移ります

教科書誌面

単語を効率よく学習するためのモードです。
表示時間やランダム再生など，自主学習や生徒のレベル
に合わせて様々なモードをご利用いただけます。

移りたいページが一目でわかります。 フラッシュカード

42

pp.36-37 pp.38-39

pp.36-37 pp.38-39

※PCインストール版もございます。

速読用の時間計測につかえるストップウオッチやタイマーを用
意しました。

ON を選択することで , 本文拡大画面のペン機能と同じように ,
教科書の見開き画面上でも文字を書くことができます。
※機能の詳細は p.63

付箋を置いて文字を隠したり，付箋にテキストで文字入力した
りすることができます。※機能の詳細は p.96

指導書付属 ROM に収録されているファイルや，自作の Power 
Point ファイルなどのリンクを配置して、授業中にワンクリック
で呼び出すことができます。

あらかじめ URL を登録しておくことで , 授業
中にすぐさま参照したい Web サイトへアクセ
スすることができるようになります。

全画面表示モードに
切り替わります。

クリックするとリンクとフラッ
シュカード機能が選択できる
ようになります。

お使いのコンピュータのモニタサイズや画面解像度に合わせて
拡大縮小ができます。

ここでは , 各レッスンを選択でき
たり，Excel データ (CSV ファイル )
を用いて , 自作のフラッシュカー
ドを作ることも可能です。 読む・ペンモードは次へ▶

ペン機能

付箋機能

ストップウォッチ・タイマー機能

ファイル配置機能

拡大縮小機能

リンク機能

Flash Card
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版

初めて利用される方でも容易に使える操作性を重視しました。
Web ブラウザ対応なので，PC でも iPad でも使用可能です。
ここでは，主な機能をご紹介します。

6160
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本文（読むモード）

○読むモードとペンモードの切り替えボタン
○読み上げの設定
・1 文ごとの再生 ( 単文読み )
・全文再生 ( 全文読み )
・特定のキャラクターのセリフのみ再生

( ロールプレイ読み )
※音量とスピードも調節可能です。

音声に合わせて本文の文字の色が変わります。
生徒が文字を目で追いかけるようになるので , より英文と音声に集中させることができます。
・Karaoke: 読まれている文を赤字で追いかけて表示します。
・Hide: 読まれた単語を追いかけて消していきます。

記号をクリックすると , 和訳 , 例文 , 解説な
どが表示されます。例文の音声もあります。

●カラオケ　赤字 ●ハイド　文字消し

ツール 熟語

カラオケ

44

make a decision

決める， 決定する

We will make a decision regarding that matter.
私たちはその件に関して決定する。

make a big decisionのように名詞decisionを修飾
する形容詞と共に，様々な意味で用いられる。

※文字を赤字で追いかけます
※文字が消えていきます

ペンモードは、本文中に品詞や節といった、文の構造の説明に使うことができる画面です。
文中にはスタンプ機能を使いながら , 構造の説明ができます。
本文解説をする上で, 大きな画面を用いて明示的に説明が行えます。

本文（ペンモード）

板書のように本文の構造を示すことができます !

上記の機能を使えば ...

ふつうの黒板と同じような感覚で板
書が可能です。ペンの太さや色も
変更が可能で , 強調箇所等を示す
のに役立ちます。
消しゴム機能も「部分的に消す」か

「全てを消す」かを選択できます。

クリック一つで文法事項を示す, 便利なスタ
ンプ機能もあります。
スタンプには , 主語や動詞といった主要素 ,
品詞 , 句や節を示すことができます。

クリックすると，ひとつ前の作業
に戻ります

ペン・消しゴム機能

スタンプ機能

アンドゥ機能

45
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機能一覧

本文中に関連する内容のファイルをリンク付けで
きる機能です。
リンク付けの機能を用いて,授業準備を入念に行
うことができます。

画面を閉じても , 終了しても、一度書き入れた情
報やマーカーは ,保存されるように設定されてい
ます。

機能をONにすることで, 黒板に英文が投影され
たような画面に切り替わります。
プロジェクターを通すと実際の黒板に白い文字だ
けが投影されるので,英文を説明する際は , 黒板
に直接書き込みすることも可能です。

最先端の授業で生徒の学習支援と向上ができます !

黒板機能

リンク先追加機能 付箋機能

46

右写真の赤枠で囲っているボタンをクリック
すると ,メモパッドが出現し ,文字を入力す
ることができます。
生徒自身に解答を入力させたり, 入力した
情報を共有し合うこともできます。

入力機能

64



Digital

ク

モデルダイアログの中で、選択
したキャラクターのパートのみ
の音声が流れます。
読まれないキャラクターの音声
を生徒が音読することで、ロール
プレイ形式で音読のトレーニング
に取り組むことができます。

選択したキャラクターの
スクリプトの色が変化します。

※画像は開発中のものです。予告なく変更になる場合がございます。

ラスによって進度が異なることや ,
途中で終わることに対応し , 進捗ごと
に保存できる機能を設けました。
トップ画面から , 保存した任意のクラ
スで開始することで , 前回入力した内
容やマーカーなどが保存された状態
から再現できます。

もともと入っているフラッシュカード, 熟語のポップアップ
とは別に , 自作が可能です。

自作のフラッシュカードやポップアップを
作成することで、授業中に生徒へ復習として
尋ねるなど , 確認を行うことができます。

クラス別保存機能

ロールプレイ読み

自作機能
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 I would like to try a play. There are lots of different roles for

everyone, such as writing a story, making costumes, and of course, Digital
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